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。
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一
般
質
問

　

本
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、

３
人
の
方
か
ら
次
の
４
項
目
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
町
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
者
及
び
内
容

☆
小
田
高
正
議
員

○
新
体
制
の
方
針
と
ま
ち
づ
く
り

の
戦
略
に
つ
い
て

☆
西
村
良
子
議
員

○
子
育
て
支
援
対
策
の
充
実
に
つ

い
て

○
高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
保
健
師

活
動
の
充
実
に
つ
い
て

☆
白
松
博
之
議
員

○
阿
武
町
の
農
業
振
興
策
に
つ
い

て
※
な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

議
会
だ
よ
り
（
５
〜
７
P
）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議　

案

◆
専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

〇
阿
武
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

 

地
方
税
法
及
び
航
空
機
燃
料
譲

与
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

及
び
関
係
政
令
等
が
、
今
年
の
３

月
31
日
に
公
布
さ
れ
、
４
月
１
日

に
施
行
と
な
っ
た
た
め
、
３
月
31

日
を
も
っ
て
阿
武
町
税
条
例
の
一

部
改
正
の
専
決
処
分
を
行
っ
た
の

で
、
こ
れ
を
報
告
し
承
認
を
求
め

る
も
の
で
、
原
案
の
と
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

〇
阿
武
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
が
、
今
年
の
３
月
31

日
に
公
布
さ
れ
、
４
月
１
日
に
施

行
と
な
っ
た
た
め
、
３
月
31
日
を

も
っ
て
専
決
処
分
を
行
っ
た
の

で
、
こ
れ
を
報
告
し
承
認
を
求
め

る
も
の
及
び
国
保
税
の
平
成
29
年

度
1
期
分
の
納
付
が
６
月
１
日
か

ら
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
５
月
31
日

を
も
っ
て
専
決
処
分
を
行
っ
た
の

で
、
こ
れ
を
報
告
し
承
認
を
求
め

る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

 

阿
武
町
に
と
っ
て
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
定
住
対
策
を
、
今
後
さ

ら
に
強
力
に
、
そ
し
て
総
合
的
に

推
進
し
て
い
く
た
め
、
総
務
課
か

ら
企
画
定
住
部
門
を
切
り
離
し
、

新
た
に
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」

を
新
設
す
る
も
の
で
、
原
案
の
と

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
副
町
長
定
数
条
例

　

現
在
、「
阿
武
町
に
副
町
長
を

置
か
な
い
こ
と
の
条
例
」
に
よ
り

副
町
長
を
置
い
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
が
、
新
た
に
定
数
条
例
を
制

定
し
、
町
長
の
不
在
時
等
の
危
機

管
理
の
強
化
と
事
務
事
業
の
先
導

役
等
と
し
て
の
、
副
町
長
を
新
た

に
１
人
配
置
す
る
も
の
で
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
及
び
阿
武
町
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
日
及
び
休
暇
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

 

児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
に
よ
る
も
の
で
、
里
親
の

う
ち
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
養
親
に

な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
者
に

つ
い
て
は
、
「
養
子
縁
組
里
親
」

と
し
て
法
定
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成
29
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
1
回
）

 

当
初
が
骨
格
予
算
で
あ
っ
た
た

め
、
今
回
の
補
正
額
は
４
億
７
７

９
７
万
６
０
０
０
円
の
増
額
で
、

補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

は
、
28
億
３
６
９
７
万
６
０
０
０

円
と
な
り
ま
し
た
。

 

今
回
の
補
正
の
主
な
も
の

 

政
策
的
な
も
の
以
外
は
、
各
費

目
と
も
四
半
期
分
の
骨
格
予
算
を

通
年
の
経
常
予
算
に
戻
す
た
め
の

補
正
と
、
４
月
の
人
事
異
動
及
び

職
員
共
済
組
合
負
担
金
の
率
の
変

更
等
に
係
る
人
件
費
で
、
議
会
費

は
、
骨
格
予
算
の
復
元
調
整
と
共

済
組
合
負
担
金
の
人
件
費
の
増
額

計
上
。

　

総
務
費
は
、
阿
武
町
長
選
挙
が

無
投
票
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
減

額
及
び
、
今
年
11
月
執
行
予
定
の

　

平
成
29
年
第
2
回
議
会
定
例
会
が
、
6
月
6
日
か
ら
27
日
ま

で
の
会
期
22
日
間
で
開
か
れ
、
提
出
議
案
12
件
、
そ
し
て
全
員

協
議
会
で
の
報
告
3
件
が
い
ず
れ
も
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
可
決
ま
た
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
回
）
で
は
、
政
策

的
な
も
の
以
外
は
、
各
費
目
と
も
四
半
期
分
の
骨
格
予
算
を
通

年
の
経
常
予
算
に
戻
す
た
め
の
増
額
計
上
を
は
じ
め
、
高
校
生

医
療
費
無
料
化
に
伴
う
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
の
増
額
な
ど

で
、
総
額
４
億
７
７
９
７
万
６
０
０
０
円
を
増
額
計
上
し
て
い

ま
す
。

平成29年　第２回議会定例会（６月６日～27日）平成29年　第２回議会定例会（６月６日～27日）
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町営バスでの通学風景

阿
武
町
議
会
議
員
選
挙
費
の
新
規

計
上
を
は
じ
め
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
和
式
ト
イ
レ
５
基
を
新
た

に
洋
式
ト
イ
レ
に
変
更
す
る
た
め

の
改
修
工
事
費
及
び
公
用
車
更
新

の
新
規
計
上
、
福
賀
地
区
及
び
宇

田
郷
地
区
の
高
校
生
の
通
学
費
を

軽
減
す
る
た
め
の
町
営
バ
ス
運
行

費
補
助
金
及
び
、
下
宿
等
の
賃
借

料
を
毎
月
１
万
円
を
上
限
に
支
援

す
る
補
助
金
の
新
規
計
上
、
さ
ん

３
ふ
る
さ
と
祭
り
で
使
用
す
る
物

品
購
入
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
の
新
規
計
上
。

　

民
生
費
は
、
指
定
管
理
の
清
ヶ

浜
清
光
苑
の
全
自
動
洗
濯
脱
水
機

及
び
乾
燥
機
の
更
新
、
高
校
生
の

医
療
費
無
料
化
の
実
施
に
伴
う
こ

ど
も
医
療
費
助
成
事
業
費
の
増
額

計
上
、
み
ど
り
保
育
園
劣
化
遊
具

取
替
工
事
及
び
福
賀
分
園
の
園
庭

舗
装
工
事
費
の
新
規
計
上
ほ
か
。

　

衛
生
費
は
、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
の
新
規
計
上
。

 

農
林
水
産
業
費
は
、
産
地
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
萩
酒
米
み

が
き
協
同
組
合
が
建
設
取
得
す
る

「
酒
米
と
う
精
工
場
」
に
対
す
る

補
助
金
の
新
規
計
上
、
イ
ラ
オ
山

頂
の
公
園
整
備
に
係
る
平
成
27
年

度
か
ら
実
施
し
て
い
る
林
道
の
整

備
と
開
設
済
み
の
林
業
専
用
道
イ

ラ
オ
山
線
の
法
面
保
護
工
事
の
新

規
計
上
、
ま
た
、
間
伐
材
漁
礁
１

０
０
基
及
び
キ
ジ
ハ
タ
漁
礁
20
基

の
製
作
、
据
え
付
け
に
係
る
単
県

農
山
漁
村
漁
礁
整
備
事
業
費
の
新

規
計
上
ほ
か
。

 

商
工
費
は
、
山
口
県
の
「
や
ま

ぐ
ち
ビ
ュ
ー
な
び
」
に
紹
介
さ
れ

る
観
光
案
内
箇
所
で
あ
る
「
道
の

駅
阿
武
町
」
と
「
惣
郷
川
橋
梁
」

を
示
す
案
内
板
を
設
置
す
る
観
光

看
板
等
製
作
設
置
工
事
の
新
規
計

上
、
道
の
駅
建
物
の
外
部
木
材
の

劣
化
及
び
黒
ず
み
を
抑
え
る
塗
装

工
事
の
新
規
計
上
ほ
か
。

 

土
木
費
は
、
橋
梁
点
検
33
橋
と

41
橋
の
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定

に
伴
う
業
務
委
託
の
増
額
計
上
、

国
費
の
割
当
内
示
額
に
伴
う
町
道

長
浜
西
ヶ
畑
線
道
路
改
良
事
業
及

び
町
道
東
方
筒
尾
線
道
路
改
良
事

業
の
増
額
計
上
、
一
般
単
独
道
路

事
業
に
お
け
る
町
道
郷
川
線
道
路

改
良
工
事
に
伴
う
用
地
購
入
補
償

費
代
替
地
購
入
費
及
び
町
道
畠
田

柳
尾
線
道
路
改
良
工
事
に
伴
う
補

償
費
の
新
規
計
上
。
ま
た
、
草
刈

り
等
が
困
難
な
町
道
の
路
肩
や
法

面
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
す
る
路

肩
整
備
工
事
の
新
規
計
上
ほ
か
。

　

消
防
費
は
、
通
年
予
算
へ
の
復

元
ほ
か
。

 

教
育
費
は
、
萩
市
立
図
書
館
図

書
貸
出
協
力
金
の
新
規
計
上
、
ま

た
、
各
小
中
学
校
の
管
理
経
費
に

お
け
る
教
育
用
サ
ー
バ
ー
及
び
教

育
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
保
守
点
検

期
間
終
了
に
伴
う
更
新
、
及
び
耐

用
年
数
を
超
え
る
教
室
用
パ
ソ
コ

ン
68
台
と
教
員
用
パ
ソ
コ
ン
31
台

を
新
た
に
リ
ー
ス
契
約
す
る
使
用

料
の
新
規
計
上
、
福
賀
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
の
休
憩
室
及
び
ト
イ

レ
設
置
工
事
の
新
規
計
上
ほ
か
。

◆
4
つ
の
特
別
会
計
が
成
立

■
平
成
29
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算

 

軽
減
判
定
誤
り
に
よ
る
保
険
税

還
付
金
及
び
還
付
加
算
金
ほ
か
の

増
額
。（
補
正
額
75
万
８
０
０
０
円

の
増
額
・
予
算
総
額
６
億
８
５
６

２
万
６
０
０
０
円
）

■
平
成
29
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
直
診
勘
定
）
特
別
会

計
補
正
予
算

 

人
件
費
の
増
額
。（
補
正
額
２
万

７
０
０
０
円
の
増
額
・
予
算
総
額

６
２
３
０
万
７
０
０
０
円
）

■
平
成
29
年
度
阿
武
町
後
期
高
齢

者
医
療
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

 

軽
減
判
定
誤
り
に
よ
る
還
付
加

算
金
の
増
額
。（
補
正
額
４
０
０
０

円
の
増
額
・
予
算
総
額
８
２
５
２

万
６
０
０
０
円
）

■
平
成
29
年
度
阿
武
町
介
護
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

 

人
件
費
の
増
額
。（
補
正
額
８
０

０
０
円
の
増
額
・
予
算
総
額
６
億

８
８
１
０
万
８
０
０
０
円
）

◆
平
成
28
年
度
阿
武
町
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書
の
報
告
に
つ
い
て

 

平
成
28
年
度
一
般
会
計
の
繰
越

明
許
費
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法

施
行
令
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
結

果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

柳橋分譲宅地整備事業　８,１００万円
福賀グラウンドゴルフ場休憩室及びトイレ設置事業　４７０万９,０００円

一般会計補正予算
　４億７,７９７万６,０００円 増額補正で
予算総額は ２８億３,６９７万６,０００円に

さ
か
ま
い

福賀グラウンドゴルフ場

■■■■■■
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▼
中
野
貴
夫
＝
副
町
長
（
総
務
課

長
事
務
取
扱
）〈
総
務
課
長
〉

町
長
部
局

▼
藤
村
憲
司
＝
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
長（
兼
）企
画
定
住
係
長（
兼
）

広
報
統
計
係
長
〈
総
務
課
長
補

佐（
兼
）企
画
広
報
係
長
〉

▼
髙
橋
仁
志
＝
総
務
課
主
幹（
兼
）

行
政
係
長（
併
）固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
書
記（
併
）阿
武
町

選
挙
管
理
委
員
会
書
記（
併
）阿

武
町
議
会
書
記
〈
施
設
課
長
補

佐（
兼
）管
理
係
長
〉

▼
俣
野
有
紀
＝
総
務
課
主
幹（
兼
）

財
政
係
長
〈
総
務
課
長
補
佐
〉

▼
藤
田
康
志
＝（
併
）選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
長〈（
併
）選
挙
管

理
委
員
会
書
記
（
選
挙
主

任
）〉

▼
羽
鳥
純
香
＝
民
生
課
長
補
佐

〈
住
民
課
長
補
佐
〉

▼
矢
次
信
夫
＝
施
設
課
長
補
佐

（
兼
）管
理
係
長
〈
福
賀
支
所
長

補
佐（
併
）福
賀
公
民
館
職
員
〉

▼
柴
田
奈
美
＝
民
生
課
国
保
係
長

〈
総
務
課
財
政
係
長
〉

▼
茂
刈
立
也
＝
宇
田
郷
支
所
（
係

長
の
職
）〈
総
務
課
行
政
係
長

（
併
）固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
書
記（
併
）阿
武
町
選
挙
管
理

委
員
会
書
記（
併
）阿
武
町
議
会

書
記
〉

▼
山
根
雅
己
＝
住
民
課

　
〈
総
務
課
〉

▼
石
田
雄
一
＝
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
〈
総
務
課
〉

▼
恩
田
紋
子
＝
福
賀
支
所

　
〈
住
民
課
〉

▼
岡
村
未
莉
＝
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
〈
民
生
課
〉

▼
能
登
佑
治
＝
総
務
課

　
〈
経
済
課
〉

▼
和
田　

誠
＝
ま
ち
づ
く
り
推
進

課〈
民
生
課
〉

▼
谷　

麻
美
＝
住
民
課

　
〈
宇
田
郷
支
所（
併
）宇
田
郷
公

民
館
職
員
〉

▼
梅
田　

晃
＝
国
保
係
長
を
解
く

〈
民
生
課
長
兼
国
保
係
長
〉

教
育
委
員
会
部
局

▼
茂
刈
立
也
＝（
併
）宇
田
郷
公
民

館
職
員

▼
恩
田
紋
子
＝（
併
）福
賀
公
民
館

職
員

【
退
職
】
●
６
月
30
日
付

▼
中
野
貴
夫
〈
総
務
課
長
〉

中野副町長

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

 
町
の
執
行
に
か
か
る
工
事
請
負

契
約
等
の
締
結
に
つ
い
て
次
の
７

件
の
概
要
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
名
（
請
負
金
額
・
請
負
業
者

名
）

〇
町
道
畠
田
柳
尾
線
道
路
改
良
工

事
（
７
８
４
万
２
９
６
０
円
・
小

田
建
設
㈱
）

〇
旧
奈
古
薬
局
改
修
工
事
（
３
７

９
万
５
９
９
４
円
・
小
田
建
築
）

〇
萩
警
察
署
奈
古
警
察
官
駐
在
所

新
築
工
事
（
３
３
３
０
万
７
２
０

０
円
・
小
田
建
設
㈱
）

〇
道
の
駅
「
阿
武
町
」
物
販
棟
倉

庫
改
修
工
事
（
５
４
０
万
円
・
㈱

西
日
本
設
備
サ
ー
ビ
ス
）

〇
阿
武
町
議
会
収
録
設
備
設
置
工

事
（
４
９
０
万
円
・
萩
ケ
ー
ブ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱
）

〇
阿
武
町
立
阿
武
中
学
校
冷
暖
房

設
備
工
事
（
６
４
８
万
円
・
㈱
西

日
本
設
備
サ
ー
ビ
ス
）

〇
阿
武
町
文
化
ホ
ー
ル
舞
台
装
置

改
修
工
事
（
１
２
９
６
万
円
・
㈱

サ
ン
ケ
ン
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
）

◆
㈱
あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
の
経

営
状
況
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
そ
の
経
営
状
況
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

阿
武
町
に
と
っ
て
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、
定
住
対
策
を
今
後
さ
ら
に

強
力
に
推
進
し
、
移
住
・
定
住
対

策
を
し
っ
か
り
と
担
っ
て
い
く
た

め
、
総
務
課
か
ら
企
画
定
住
部
門

を
切
り
離
し
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
を
総
合
的
に
行
っ
て
い
く

「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」
を
新
た

に
設
置
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
や
阿
武
町

版
総
合
戦
略
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
」
創
生
事
業
に
お
け
る
定
住

対
策
の
積
極
的
な
推
進
を
は
じ

め
、
企
業
立
地
の
推
進
や
交
通
体

系
の
整
備
等
を
主
に
担
当
す
る

「
企
画
定
住
係
」
と
、
広
報
紙
の

作
成
を
は
じ
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
更
新
管
理
や
各
種
統
計
業
務
を

担
当
す
る
「
広
報
統
計
係
」
の
２

係
４
人
体
制
で
す
。

　

平
成
の
大
合
併
が
進
む
中
で
単

独
町
政
を
選
択
し
、
今
日
ま
で
副

町
長
が
置
か
れ
て
い
な
い
状
況
に

あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
阿
武
町
が
今
後
と
も

「
安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
」を
標

榜
し
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
「
豊
か
で

住
み
よ
い
文
化
の
町
」
を
創
出
し

て
い
く
た
め
に
は
、
町
長
が
ト
ッ

プ
セ
ー
ル
ス
等
の
対
外
的
な
活
動

で
不
在
の
際
に
も
、
危
機
管
理
を

含
め
た
指
揮
・
命
令
系
統
の
強
化

に
よ
り
、
町
長
代
理
と
し
て
の
意

思
決
定
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と
の
調
整

や
行
財
政
改
革
、
町
長
と
し
て
の

判
断
ま
で
は
要
さ
な
い
事
案
の
決

定
な
ど
、
多
様
化
す
る
事
務
事
業

の
先
導
役
と
し
て
副
町
長
を
設
置

し
、
７
月
１
日
付
け
で
中
野
貴
夫

前
総
務
課
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

副
町
長
に
中
野
前
総
務
課
長
が
就
任

人
事
異
動

新
た
に
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」
を
設
置

７
月
１
日
付
（
敬
称
略
）

〈　

〉は
旧
職
名
等
、（
兼
）は
兼
務
、（
併
）は
併
任

　

私
こ
と
、
6
月
議
会
定
例
会

に
お
い
て
ご
同
意
を
い
た
だ

き
、
7
月
1
日
付
け
で
花
田
町

長
か
ら
副
町
長
を
拝
命
い
た
し

ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
非
才

の
身
で
あ
り
ま
す
が
、
花
田
町

長
の
も
と
〝
打
て
ば
響
く
〞
行

政
の
推
進
と
町
勢
の
発
展
に
全

力
を
尽
く
し
ま
す
。
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問  

町
長
は
既
に
子
育
て
支

援
対
策
と
し
て
、
保
育
園
の

保
育
時
間
の
延
長
や
土
曜
午

後
の
保
育
等
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
が
、次
の
二
点
に

つ
い
て
町
長
の
考
え
を
問
う
。

❶「
年
休
の
と
り
や
す
い
職

場
環
境
の
充
実
」
を
図
る
こ

と
で
町
内
の
優
良
企
業
の
事

例
の
よ
う
に
ま
ず
、
役
場
か

ら
率
先
試
行
が
で
き
な
い
か
。

❷
保
育
園
で
は
対
応
の
難
し

い
、
臨
時
的
、
突
発
的
な
状

況
で
子
ど
も
の
世
話
が
で
き

な
い
場
合
、
近
所
や
知
人
ら

に
よ
る
地
域
ぐ
る
み
で
育
児

を
助
け
合
う
支
援
体
制
が
で

き
な
い
か
。
事
例
と
し
て
、

萩
市
に
お
い
て
「
は
ぎ
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」で
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
阿
武
町
版
の
取
り

組
み
が
で
き
な
い
か
。

町
長　

働
く
女
性
の
子
育
て

支
援
の
充
実
は
、
私
が
町
長

と
し
て
取
り
組
む
施
策
の
最

初
に
掲
げ
た
。
女
性
が
働
き

な
が
ら
子
育
て
で
き
る
環
境

を
つ
く
る
こ
と
が
「
選
ば
れ

る
町
」
の
大
き
な
要
素
と
考

え
て
い
る
。
①「
年
休
の
取

り
や
す
い
職
場
環
境
の
充

実
」は
、
働
く
母
親
が
休
み

を
取
り
や
す
い
よ
う
こ
れ
ま

で
も
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

今
後
も
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
※

等
も
含
め
て
研
究
し
た
い
。

②
地
域
ぐ
る
み
で
育
児
を
助

　
　

町
長
は
「
打
て
ば
響
く

町
民
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添

う
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
方

針
を
掲
げ
て
い
る
が
、
具
体

的
に
、
ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
か
以
下

の
４
点
を
問
う
。

❶
町
長
の
方
針
を
実
行
す
る

な
ら
ば
、
意
識
を
変
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
が
、
組
織

改
革
の
内
容
と
そ
の
手
順
に

つ
い
て

❷
町
民
と
行
政
の
距
離
を
な

く
し
、
将
来
の
リ
ー
ダ
ー
を

創
出
す
べ
く
、
新
た
な
枠
組

み
で
、
若
者
や
女
性
を
中
心

と
し
た
協
議
会
の
設
立
に
つ

い
て

❸
山
陰
地
方
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
点
で
終
わ
っ
て
い
る
。
近

隣
市
町
が
点
か
ら
線
、
線
か

ら
面
に
な
る
よ
う
、
集
客
か

ら
定
住
、
購
買
、
満
足
に
繋

が
る
仕
組
み
な
ど
、
山
陰
地

方
全
体
の
経
済
連
携
と
地
方

戦
略
に
つ
い
て

❹
立
体
模
型
等
を
作
成
す
る

こ
と
に
よ
り
、
発
想
の
拡

大
、
部
署
横
断
的
な
構
想
、

移
住
希
望
者
へ
の
説
明
ツ
ー

ル
、
公
共
政
策
等
の
説
明
資

材
と
し
、
町
づ
く
り
の
戦
略

と
さ
ら
な
る
見
え
る
化
に
つ

い
て

町
長

①
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
事
業
に
お
い
て
は
、
１
年

目
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
作

成
、
選
ば
れ
る
町
づ
く
り
の

計
画
書
の
作
成
。
２
年
目

は
、
21
世
紀
の
暮
ら
し
方
研

究
所
と
い
う
場
の
設
定
を

し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

採
用
や
阿
武
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
刷
新
な
ど
を
行
い
、
３

年
目
に
は
芽
が
出
始
め
て
き

た
。
こ
れ
か
ら
は
、
新
た
な

交
流
拠
点
の
改
修
工
事
が
始

一
般
質
問  

第
2
回
定
例
会  

6
月
15
日

Ａ　

子
育
て
支
援
の
ニ
ー
ズ
を
調
査

　
　

し
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討

　
　

子
育
て
支
援
対
策
に
阿
武
町
版

Q　
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

　
　
　

セ
ン
タ
ー
」
の
取
り
組
み
を

小田高正  議員

西村良子  議員

町
長

町
長

問

問

Q　

新
体
制
の
方
針
と

　
　
　

ま
ち
づ
く
り
戦
略
に
つ
い
て

Ａ　

あ
ら
ゆ
る
施
策
を
総
動
員
し
、

　
　
　
　

大
胆
か
つ
果
敢
に
進
め
る

ま
り
、
住
民
に
そ
の
動
き
が

見
え
る
形
に
な
る
。
ま
た
、

21
世
紀
ラ
ボ
か
ら
、
新
た
に

「
こ
ど
も
ら
ぼ
」
が
生
ま

れ
、
農
業
体
験
の
機
会
が
つ

く
ら
れ
、
空
き
店
舗
の
改
修

が
始
ま
り
、
ま
た
奈
古
駅
前

で
は
、
模
型
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
修
理
工
房
が
開
店
さ
れ

る
な
ど
、
新
た
な
起
業
が

育
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
た

め
の
体
制
整
備
と
し
て
、「
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
」を
新
設

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
人

員
も
増
強
し
、
新
規
就
農
者

や
新
規
就
漁
者
、
道
の
駅
関

連
事
業
も
一
元
化
し
、
定
住

対
策
等
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

化
を
図
っ
て
い
く
。

②
今
ま
で
各
協
議
会
等
を
開

催
し
て
い
る
が
、
新
し
い
ア

イ
デ
ア
や
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
熱
い
思
い
は
、
な
か
な

か
出
て
こ
な
い
。
ま
ず
は
、

行
政
の
側
が
町
民
の
意
見
に

耳
を
傾
け
る
機
会
を
増
や

し
、
町
民
の
思
い
が
行
政
に

伝
わ
り
、
施
策
と
し
て
展
開

さ
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構

築
し
て
い
き
た
い
。

③
今
後
、
他
市
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
く
際
に
は
、
観
光

を
始
め
、
教
育
、
文
化
、
産

業
、
医
療
、
福
祉
、
空
き
家

の
利
活
用
、
雇
用
の
創
出
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
合

わ
せ
た
適
切
な
ス
ケ
ー
ル
で

の
連
携
や
交
流
の
促
進
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
が
持
つ
、
独
自

の
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
、
お
互
い
が
切
磋
琢

磨
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
こ

と
が
、
こ
の
北
浦
地
域
の
新

た
な
時
代
の
、
あ
る
べ
き
方

向
性
で
あ
り
、
正
に
、
連

携
、
協
調
、
個
性
が
重
要
と

考
え
て
い
る
。

④
国
土
地
理
院
に
お
い
て
、

地
理
院
地
図
を
３
次
元
で
見

る
こ
と
が
で
き
、
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
で
の
印
刷
や
立
体
模
型

を
作
成
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
も

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
阿
武
町
暮
ら
し
の
地
図
」

は
町
外
の
方
か
ら
の
評
判
も

良
く
、
観
光
の
ほ
か
、
定
住

促
進
ツ
ー
ル
と
し
て
も
広
く

使
っ
て
い
る
。
立
体
模
型
に

つ
い
て
は
、
膝
を
突
き
合
わ

せ
詳
細
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
聞

き
す
る
中
で
、
議
員
の
思
い

を
汲
み
取
り
な
が
ら
必
要
に

応
じ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

地図を広げてミーティング

※
１
ヶ
月
以
内
の
総
労
働
時
間
を
定
め
、
労
働
者
は
そ
の
範
囲
で
各
労
働
日
の
労
働
時
間
を
自
分
で
決
め
る
制
度　
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オ
リ
ー
ブ
の
試
験
栽
培
を
始

め
、
現
在
13
種
類
の
品
種
を

導
入
し
、
秋
に
は
初
め
て
の

収
穫
を
迎
え
る
。

　

急
傾
斜
地
の
宇
田
郷
地
区

と
寒
冷
地
の
福
賀
地
区
で
栽

培
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
立
派
な
オ
リ
ー
ブ
畑
と

し
て
再
生
出
来
る
の
で
は
な

い
か
。

町
長　

気
候
か
ら
す
れ
ば
温

暖
な
土
地
の
産
品
と
思
わ
れ

て
い
た
が
、
福
賀
の
地
で
も

栽
培
可
能
と
い
う
こ
と
は
一

つ
の
大
き
な
光
明
で
あ
る
。

オ
リ
ー
ブ
は
、
新
規
作
物
を

選
択
す
る
上
で
重
要
で
あ
る

の
で
、
先
行
事
例
と
し
て
、

詳
し
い
話
が
聞
き
た
い
。

問　

後
継
者
育
成
に
は
、
稲

作
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
し
っ
か
り
と
し
た
経
営

計
画
と
技
術
指
導
に
よ
る
、

新
た
な
戦
略
作
物
の
導
入

や
、
先
進
地
で
の
、
栽
培
過

程
を
体
験
す
る
長
期
の
研
修

も
必
要
で
は
な
い
か
。

　

農
業
後
継
者
の
住
め
る
住

宅
は
、
経
営
す
る
圃
場
の
近

く
に
あ
っ
て
始
め
て
効
果
を

問 

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
が

増
加
す
る
中
、
５
月
27
日
夜

間
、
宇
田
郷
地
区
で
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
の
家
で
火
災
が

発
生
し
た
。
こ
の
火
災
か
ら

学
ぶ
点
は
、
①
高
齢
者
に
対

す
る
火
災
発
生
の
通
報
や
近

隣
へ
の
伝
達
方
法
の
周
知
徹

底
②
高
齢
者
と
近
所
と
の
日

頃
の
交
流
の
強
化
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
対
応

は
、
す
で
に
民
生
委
員
や
自

治
会
役
員
等
で
さ
れ
て
い
る

が
、
行
政
と
地
域
連
携
に
よ

　
　

保
健
師
の
仕
事
の
あ
り
方
と
先

Ａ　

行
事
例
も
含
め
、
今
後
の
検
討

　
　

課
題
と
し
た
い

　
　

保
健
師
を
宇
田
郷
、
福
賀
各
支

Q　

所
に
配
置
し
、
よ
り
き
め
細
か

　
　

な
高
齢
化
の
対
応
を

白松博之  議員

問

Q　

阿
武
町
の
攻
め
の
農
業
振
興
策
は

る
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
世
帯

へ
の
対
応
と
し
て
、
高
齢
者

が
身
近
に
相
談
、
訪
問
を
受

け
る
た
め
に
、
宇
田
郷
、
福

賀
各
支
所
に
保
健
師
の
配
置

が
で
き
な
い
か
。

町
長  

町
で
は
、
民
生
課
に

保
健
師
５
人
を
配
置
し
て
い

る
。
両
支
所
に
駐
在
と
な
る

と
、
す
べ
て
の
業
務
を
一
人

の
保
健
師
に
委
ね
る
こ
と
に

な
る
。
先
行
事
例
を
研
究

し
、
ど
の
よ
う
な
業
務
形
態

が
有
効
か
検
討
し
た
い
。

け
合
う
「
阿
武
町
版
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

に
つ
い
て
は
、
国
の
事
業
の

要
件
も
あ
り
、
需
要
と
供
給

の
調
査
も
含
め
て
、
阿
武
町

な
り
の
や
り
方
を
今
後
研

究
・
検
討
し
た
い
。

問　

阿
武
町
の
耕
作
放
棄
地

は
い
た
る
と
こ
ろ
に
見
ら

れ
、
深
刻
な
状
況
で
あ
る
。

小
土
地
改
良
事
業
要
件
の
緩

和
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
計
画
を
考
え
て

お
ら
れ
る
の
か
。

町
長　

今
国
会
で
土
地
改
良

法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
遊

休
農
地
や
耕
作
放
棄
地
の
解

消
施
策
は
、
目
を
見
張
る
進

展
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
具
体
的
に
は
、
管
理

を
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
あ
ぶ

の
よ
う
な
、
作
業
受
託
組
織

等
に
委
託
す
る
「
守
り
」
の

施
策
と
、
改
正
土
地
改
良
法

の
適
用
を
受
け
、
圃
場
整
備

を
行
い
、
地
形
に
見
合
っ
た

「
攻
め
」
の
施
策
を
、
選
択

す
る
シ
ス
テ
ム
を
検
討
し
て

い
く
。

問　

耕
作
放
棄
地
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
、
４
年
前
よ
り

町
長

宇田郷地区畑のオリーブ畑

みどり保育園送迎

発
揮
し
、
中
心
地
に
作
る
の

で
は
な
く
、
現
場
に
こ
そ
定

住
促
進
住
宅
は
必
要
だ
と
思

う
。
空
き
家
を
改
修
し
て
、

町
営
住
宅
と
し
て
貸
し
出
す

制
度
を
、
是
非
農
業
の
現
場

で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

町
長　

就
農
す
る
に
あ
た

り
、
経
営
計
画
と
技
術
の
取

得
は
当
然
必
要
と
な
る
。
作

物
の
新
規
導
入
に
あ
た
っ
て

は
、
き
ち
ん
と
し
た
研
修
も

必
要
と
考
え
て
い
る
。「
阿
武

町
ふ
る
さ
と
振
興
基
金
」
を

活
用
し
た
視
察
や
研
修
は
必

要
に
応
じ
て
行
う
こ
と
も
や

ぶ
さ
か
で
は
な
い
。
新
規
就

農
者
の
住
宅
問
題
だ
が
、
住

宅
の
確
保
に
つ
い
て
も
、
圃

場
の
近
く
に
立
地
す
る
空
き

家
を
、
有
効
に
利
用
す
る
こ

と
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

空
き
家
対
策
も
兼
ね
備

え
た
政
策
を
進
め
て
い

き
た
い
。

問　

西
台
や
東
台
に

も
、
露
地
野
菜
で
農
業

を
志
す
若
い
人
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
。
受
け
入
れ
る
た

め
の
条
件
整
備
と
し

て
、
大
型
機
械
や
防

除
、
灌
水
の
た
め
の
水

の
確
保
も
必
要
と
な
る

が
、
現
在
農
家
が
所
有

す
る
機
械
装
備
や
施
設

の
活
用
に
よ
り
、
初
期
投
資

は
き
わ
め
て
少
な
く
て
済

む
。
こ
の
恵
ま
れ
た
農
地
を

活
用
し
、
思
い
切
っ
た
施
策

を
打
ち
出
し
、
自
立
経
営
農

家
の
育
成
・
増
加
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

町
長　

西
台
、
東
台
へ
の
新

規
就
農
者
に
と
っ
て
、
大
型

機
械
は
大
変
高
価
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
資
金
面
で
高
い
ハ

ー
ド
ル
と
感
じ
て
い
た
。
既

存
農
家
の
機
械
の
貸
し
付
け

利
用
も
可
能
と
の
こ
と
で
、

各
地
で
開
催
さ
れ
る
就
農
相

談
会
等
で
紹
介
を
し
、
新
規

就
農
者
を
募
っ
て
い
き
た

い
。

　

阿
武
町
の
魅
力
あ
る
農
業

を
、
ま
ず
は
来
て
、
見
て
、

体
験
し
て
就
農
に
繋
が
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

Ａ　
「
守
り
」
と
「
攻
め
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

施
策
を
検
討

問

問

問

問 町
長

町
長

町
長

町
長
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阿
武
町
課
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

問　

新
し
く
新
設
さ
れ
る

「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」
の

職
員
体
制
は
ど
う
な
る
の

か
。
ま
た
、
現
在
複
数
の
課

に
ま
た
が
っ
て
い
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
の
配
置
は
ど

う
な
る
の
か
。

答　

職
員
体
制
は
課
長
、
広

報
統
計
関
係
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
関
係
、
企
画
定

住
関
係
に
そ
れ
ぞ
れ
１
人
の

計
４
人
体
制
と
な
る
。
協
力

隊
員
の
受
け
入
れ
窓
口
は
、

全
て
「
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
」
の
担
当
と
な
る
。

問　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
、
任
期
後
も
町
内
に
住
み

続
け
る
体
制
が
出
来
な
い
も

の
か
。

答　

任
期
後
も
定
住
で
き
る

よ
う
、
任
期
中
に
定
住
の
準

備
が
で
き
る
よ
う
に
柔
軟
な

対
応
を
し
て
い
る
。

問　
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」

と
暮
ら
し
方
研
究
所
（
ラ

ボ
）
と
の
連
携
を
ど
の
様
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
「
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
」
と
ラ
ボ
が
連
携
を
し
、

活
動
人
口
を
増
や
し
、
多
く

の
人
に
ラ
ボ
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
参
加
者
の
活
動
の
波

及
に
よ
り
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
の
成
果
を
上
げ
て
い

き
た
い
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
１
回
）

問　

旧
奈
古
薬
局
風
呂
屋
根

改
修
工
事
は
ラ
ボ
の
拠
点
づ

く
り
の
工
事
で
あ
る
が
、
当

初
ラ
ボ
の
拠
点
と
し
て
い
た

水
甚
か
ら
旧
奈
古
薬
局
に
移

る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。

答　

ラ
ボ
参
加
者
の
意
見
の

集
積
か
ら
、
ラ
ボ
の
拠
点
を

旧
奈
古
薬
局
に
移
す
こ
と
に

な
っ
た
。
水
甚
は
引
続
き
集

会
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
。

問　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

障
害
者
用
ト
イ
レ
改
修
工
事

は
、
利
用
し
や
す
い
よ
う

に
、
障
害
者
の
意
見
に
配
慮

し
て
は
ど
う
か
。

答　

障
害
者
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
頂
き
な
が
ら
行
い
た
い
。

問答答 問問

答問問 答答

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告

6
月
20
日
開
催

中野祥太郎 委員長

旧 奈古薬局視察

問　

町
人
会
の
活
動
状
況

は
。

答　

大
阪
が
約
30
人
、
東
京

が
約
50
人
の
出
席
が
あ
り
概

ね
活
況
で
あ
る
。
多
く
の
方

が
ふ
る
さ
と
へ
帰
省
さ
れ
て

い
る
が
泊
る
と
こ
ろ
が
無

い
、
ふ
る
さ
と
に
何
ら
か
の

貢
献
が
し
た
い
が
、
ふ
る
さ

と
納
税
の
他
に
方
法
が
わ
か

ら
な
い
な
ど
の
話
題
を
多
く

聞
い
て
い
る
。
続
け
て
い
く

中
で
、
色
々
な
情
報
交
換
に

よ
り
、
企
業
誘
致
か
ら
雇
用

創
出
な
ど
に
繋
が
る
こ
と
も

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

問　

保
育
園
の
保
育
時
間
延

長
を
開
始
す
る
に
当
た
り
、

何
人
ぐ
ら
い
の
保
育
士
の
補

充
を
考
え
て
い
る
か
。

答　

当
面
臨
時
職
員
を
１
人

程
度
と
考
え
て
い
る
。

問　

キ
ジ
ハ
タ
の
放
流
事
業

を
長
年
続
け
て
い
る
が
、
キ

ジ
ハ
タ
が
市
場
へ
流
通
し
て

い
な
い
。
他
地
区
に
先
駆
け

て
産
地
化
に
向
け
た
動
き
を

加
速
出
来
な
い
か
。

答　

今
後
、
漁
業
者
、
漁
協

と
協
議
を
重
ね
安
定
供
給
へ

進
め
て
行
き
た
い
。

問　

当
初
は
地
元
で
間
伐
材

漁
礁
を
作
製
し
て
い
た
が
、

再
度
地
元
で
作
製
す
る
こ
と

が
出
来
な
い
か
。

答　

こ
の
事
業
は
山
口
県
の

事
業
で
漁
礁
の
規
格
等
の
問

題
か
ら
難
し
い
が
、
地
元
で

作
製
す
れ
ば
地
元
に
雇
用
が

生
ま
れ
非
常
に
よ
い
こ
と
で

あ
り
、
今
後
検
討
し
た
い
。

問　

町
道
の
路
肩
整
備
工
事

の
場
所
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
決
め
る
の
か
。

答　

高
齢
化
率
や
自
治
会
が

行
う
草
刈
り
作
業
の
一
人
当

り
の
草
刈
り
作
業
時
間
を
基

に
、
地
区
の
バ
ラ
ン
ス
を
図

り
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
自

治
会
と
協
議
を
し
て
場
所
を

決
定
す
る
。

問　

消
火
栓
か
ら
各
家
庭

に
、
消
防
ホ
ー
ス
が
届
か
な

い
世
帯
数
を
把
握
し
て
い
る

か
。

答　

具
体
数
は
把
握
し
て
い

な
い
が
、
今
後
調
査
を
行

い
、
届
か
な
い
消
火
栓
に
は

ホ
ー
ス
の
追
加
を
検
討
し
て

い
る
。

問　

図
書
館
の
設
計
は
３
月

議
会
で
説
明
を
受
け
た
が
、

こ
の
た
び
図
書
館
等
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
る
の
は
な

ぜ
か
。

答　

町
長
選
の
公
約
と
し
て

掲
げ
町
長
に
就
任
し
た
。
図

書
館
の
必
要
性
は
よ
く
理
解

し
て
い
る
が
、
人
口
が
減
少

し
利
用
率
が
少
な
い
図
書
館

を
、
膨
大
な
整
備
費
用
、
運

営
費
用
を
か
け
て
図
書
館
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
か

と
言
う
疑
問
が
あ
る
。
そ
こ

で
委
員
会
の
中
で
、
よ
く
検

証
、
検
討
し
て
頂
い
た
結
論

の
上
で
判
断
し
た
い
。

平
成
29
年
度
阿
武
町
国
民

健
康
保
険
事
業
（
事
業
勘

定
）
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）

問　

国
民
健
康
保
険
税
の
誤

徴
収
が
発
生
し
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
あ
っ
た

か
。

答　

後
期
高
齢
者
医
療
の
電

算
処
理
シ
ス
テ
ム
で
、
所
得

の
誤
判
定
か
ら
全
国
で
誤
徴

収
が
発
生
し
た
。
町
の
国
民

健
康
保
険
税
も
同
様
の
シ
ス

テ
ム
な
の
で
調
査
し
た
結

果
、
不
足
徴
収
１
世
帯
、
過

徴
収
４
世
帯
が
発
覚
し
た
。

速
や
か
に
誤
徴
収
世
帯
に
お

詫
び
、
経
緯
を
伝
え
、
不
足

徴
収
分
に
つ
い
て
は
既
に
納

税
済
で
、
全
世
帯
に
了
承
を

い
た
だ
い
て
い
る
。

問問問問 答

問問 答答

問答

問答

答答答

　阿武町議会では民意の集約反映に努めながら、行財政改革を推進し、住みよく明るい町を創
ることを目的に、議会の内部機関として、平成21年11月から設置しています。
　特別委員会では、７人の議員が委員となり本会議で付託された議案に対して、質疑、答弁を
繰り返し納得のいくまで審議を行います。

行財政改革等特別委員会とは
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るのしょうま

７月生まれ

末
益　

留
乃
ち
ゃ
ん（
岡
田
橋
）

平
成
28
年
７
月
13
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）
優
紀
さ
ん
・（
マ
マ
）
瑛
梨
香
さ
ん

　

は
じ
め
ま
し
て
、
る
の
で
す
♡

お
姉
ち
ゃ
ん
と
同
じ
９
ヶ
月
か
ら

歩
け
た
よ
！
歩
い
た
り
、
イ
タ
ズ

ラ
し
た
り
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
、
わ

ん
わ
ん
・
う
ー
た
ん
、
お
姉
ち
ゃ

ん
が
大
ス
キ
♡

　

保
育
園
に
よ
く
遊
び
に
行
く
か

ら
見
か
け
た
ら
声
か
け
て
ね
☆

る　

の

森
田　

翔
満
ち
ゃ
ん（
大
里
）

平
成
28
年
７
月
29
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）
祐
志
さ
ん
・（
マ
マ
）
織
絵
さ
ん

　

大
空
を
翔
け
め
ぐ
る
様
に
、
満

ち
足
り
た
人
生
を
歩
ん
で
欲
し
い

･･･

。
翔
ち
ゃ
ん
が
産
ま
れ
て
１

年
、
私
達
に
と
っ
て
と
て
も
幸
せ

な
時
間
を
授
か
り
ま
し
た
。

　

阿
武
の
自
然
に
囲
ま
れ
て
、
の

び
の
び
育
っ
て
い
っ
て
く
れ
た
ら

良
い
な
と
思
い
ま
す
。

し
ょ
う
ま

年
度
１
回
の
み
。

　

申
請
要
件
を
満
た
し
て
い
る

か
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
書
類
審
査
を

行
っ
た
上
で
、
９
月
に
阿
武
町
特

産
開
発
支
援
事
業
審
査
会
を
行

い
、
交
付
決
定
を
行
い
ま
す
。

　

補
助
対
象
者
、
補
助
対
象
事

業
、
補
助
対
象
経
費
に
は
、
そ
の

他
の
制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
募
集
要
領
、
申
請
書
の

様
式
に
つ
い
て
は
役
場
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
及
び
各
支
所
に
備
え
付

け
の
ほ
か
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

阿
武
町
役
場
ま

ち
づ
く
り
推
進
課 

☎
０
８
３

８
８
―
２
―
３
１
１
１

　

阿
武
町
の
資
源
や
特
性
を
活
か

し
た
「
特
産
品
」
の
開
発
を
新
た

に
進
め
る
事
業
者
に
対
し
、
そ
の

開
発
及
び
商
品
化
に
要
す
る
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
で
、
阿

武
町
な
ら
で
は
の
特
産
品
の
開
発

を
促
進
し
、
地
域
産
業
の
活
性
化

を
目
的
と
す
る
阿
武
町
特
産
品
開

発
支
援
事
業
の
申
請
者
を
募
集
し

ま
す
。

※
「
特
産
品
」
と
は
、
主
に
阿
武

町
の
資
源
や
特
性
を
活
か
し
て

開
発
さ
れ
る
商
品
で
、
名
称
や

意
匠
が
阿
武
町
と
関
わ
り
が
あ

り
、
町
の
魅
力
発
信
に
つ
な
が

る
商
品
。

　

平
成
29
年
7
月
20
日（
木
）

　
　
　
　
　
　

〜
８
月
18
日（
金
）

　

阿
武
町
の
特
産
品
づ
く
り
や
商

品
化
に
意
欲
、熱
意
の
あ
る
法
人
、

団
体
ま
た
は
個
人
。
住
所
が
阿
武

町
に
あ
る
か
否
か
は
問
わ
な
い
。

※
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

①
主
に
阿
武
町
の
資
源
や
特
性
を

活
か
し
た
特
産
品
を
新
た
に
開

発
し
、
商
品
化
す
る
事
業
。

②
既
存
の
特
産
品
を
改
良
す
る
事

業
で
、
次
の
要
件
の
す
べ
て
を

満
た
す
も
の
。

■
町
内
で
生
産
さ
れ
る
資
源
を
主

に
使
用
す
る
こ
と
。

■
名
称
や
意
匠
が
町
の
特
産
品
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
。

■
将
来
に
わ
た
り
、
町
の
特
産
品

と
し
て
定
着
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
。

　

研
修
・
技
術
指
導
費
、
原
材
料

費
、
印
刷
製
本
費
、
委
託
費
、
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
費

※
人
件
費
及
び
旅
費
や
設
備
購
入

費
は
、
対
象
外
。

　

補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
10
、

限
度
額
50
万
円

　

補
助
金
の
交
付
は
１
事
業
者
１

平
成
29
年
度　

阿
武
町

 
特
産
品
開
発
支
援
事
業
の

　
　

申
請
者
募
集
に
つ
い
て

申
請
受
付
期
間

補
助
対
象
事
業

審　

査

そ
の
他

補
助
対
象
経
費

補
助
率
等

補
助
対
象
者

特産品イメージ特産品イメージ

　

奈
古
地
区
に
較
べ

高
校
等
の
通
学
費
負

担
の
大
き
い
福
賀
地

区
、
宇
田
郷
地
区
の

生
徒
の
保
護
者
の
経

済
的
負
担
の
格
差
緩

和
の
た
め
の
町
営
バ

ス
の
無
料
化
と
、
下

宿
等
の
居
住
で
経
済

的
負
担
の
大
き
い
保

護
者
の
負
担
軽
減（
全

町
対
象
）に
よ
り
、
子

育
て
支
援
と
定
住
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、「
阿
武
町
高
校
生
修

学
支
援
補
助
金
」を
設
け
ま
し
た
。

◆
補
助
対
象
者

○
町
営
バ
ス
を
利
用
し
て
町
内
外

の
高
校
等
へ
通
学
す
る
生
徒
の

保
護
者

○
町
内
外
の
高
校
等
へ
下
宿
等
に

居
住
地
を
移
し
て
通
学
す
る
生

徒
の
保
護
者
（
高
専
は
３
年
生

ま
で
対
象
）

◆
補
助
額

○
町
営
バ
ス
の
利
用
を
無
料
と
す

る
。（
通
学
及
び
学
校
行
事
等
に

限
る
）

○
月
額
１
万
円
を
上
限
に
交
付
。

　
（
賃
借
料
か
ら
食
費
、
光
熱
水

費
を
除
い
た
純
粋
な
家
賃
）

◆
適
用
日

　

７
月
１
日
か
ら
適
用
。

　

詳
し
く
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

　

課　

☎
２
ー
３
１
１
１

子育て支援と定住対策
高校生修学支援補助金



　

元
行
政
相
談
員
の
永
柴
義
廣
さ
ん
（
74
歳
・
宇
田

中
央
）
が
総
務
大
臣
感
謝
状
を
受
賞
し
、
６
月
12
日

に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
柴
さ
ん
は
平
成
17
年
に
行
政
相
談
員
を
委
嘱
さ

れ
て
以
来
、
隔
月
１
回
町
内
を
巡
回
し
な
が
ら
開
催

さ
れ
て
い
る
心
配
ご
と
相
談
所
（
主
催
：
社
会
福
祉

協
議
会
）
で
様
々
な
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
自
宅
で

も
積
極
的
に
相
談
を
受

け
付
け
る
な
ど
、
11
年

の
長
き
に
わ
た
り
行
政

相
談
員
活
動
に
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
に
際
し
永
柴
さ

ん
は
、
「
地
域
の
皆
様

に
支
え
ら
れ
て
職
責
を

全
う
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
食
品
衛
生
協
会
功
労
者
等
の

表
彰
式
が
６
月
28
日
に
萩
市
内
の

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
山
口
県
萩

環
境
保
健
所
長
表
彰
の
食
品
優
良

施
設
と
し
て
福
賀
の「
農
事
組
合

法
人
福
の
里
加
工
所
」
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
長
年
に
わ
た

る
地
道
な
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

9

行政相談員とは
総務大臣が委嘱し、各市町村に１人
以上(山口県内に79人)を配置。ボラ
ンティアで、国の行政活動に関する
苦情や相談を受け付け、相談者への
助言や関係機関に対する改善の申し
入れを行っています。

元
行
政
相
談
員 

永
柴
義
廣
さ
ん
が

　
　
　

 

総
務
大
臣
感
謝
状
を
受
賞

永
柴
義
廣
さ
ん

農事組合法人
福の里加工所が
食品衛生表彰を

受賞

　昨年10月から、みどり保育園で外国人保育士補助員として働いていたアンジー・C・ロビンソンさ
ん。外国人青年招致事業の任期が７月末をもって満了となり、このたび帰国することになりました。
　みどり保育園に常駐し、英語のあいさつや歌、劇などをとおして英語に親しみ、日常的に異文化に
触れる機会をたくさん作っていただきました。
　これからカナダのビショップス大学に戻って、勉強を続けるアンジー先生の今後のご活躍をお祈り
します。

　昨年10月から、みどり保育園で外国人保育士補助員として働いていたアンジー・C・ロビンソンさ
ん。外国人青年招致事業の任期が７月末をもって満了となり、このたび帰国することになりました。
　みどり保育園に常駐し、英語のあいさつや歌、劇などをとおして英語に親しみ、日常的に異文化に
触れる機会をたくさん作っていただきました。
　これからカナダのビショップス大学に戻って、勉強を続けるアンジー先生の今後のご活躍をお祈り
します。

Thank you very much!!Thank you very much!!
本当にお世話になりました☆本当にお世話になりました☆
Thank you very much!!Thank you very much!!
本当にお世話になりました☆本当にお世話になりました☆
Thank you very much!!
本当にお世話になりました☆

９：３０～１１：３０
　　阿武町役場
１３：１５～１５：３０
　　㈱ナベル山口工場
みなさんの積極的なご協力をお願いします。

阿武町に「移動採血車」が
　　　　　　やってきます！7/27㈭
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山
口
県
及
び
県
内
19
市
町

が
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
な
っ
た

レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ
は
７
月

１
日（
土
）、
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

と
対
戦
し
ま
し
た
。
こ
の
日

は
明
治
１
４
９
・
５
年
記
念

マ
ッ
チ
、
オ
ー
ル
山
口
レ
ノ

フ
ァ
応
援
デ
ー
、
そ
し
て
阿

武
町
サ
ン
ク
ス
デ
ー
と
し
て

開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
武
町
か
ら
も
送
迎
バ
ス

を
用
意
し
、
町
民
の
方
々
が

応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

競
技
場
前
の
広
場
で
は
県

内
19
市
町
の
特
産
品
販
売
が

行
わ
れ
、
阿
武
町
か
ら
は
道

の
駅
の
特
産
品
販
売
と
阿
武

町
ゆ
か
り
の
福
八
が
無
角
和

牛
の
カ
ル
ビ
丼
や
コ
ロ
ッ
ケ

の
販
売
。
そ
し
て
福
賀
の
す

い
か
試
食
会
が
行
わ
れ
、
こ

れ
に
は
相
手
チ
ー
ム
の
サ

ポ
ー
タ
ー
も
笑
顔
を
こ
ぼ
し

て
い
ま
し
た
。

　

試
合
開
始
１
時
間
前
に

は
、
Ａ
Ｂ
Ｕ
ウ
ォ
ー
タ
ー

ボ
ー
イ
ズ
の
メ
ン
バ
ー
が
勢

揃
い
し
て
、
太
陽
に
熱
せ
ら

れ
た
競
技
用
ト
ラ
ッ
ク
の
上

で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披

露
。
競
技
場
内
の
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
を
使
っ
て
阿
武
町
Ｐ

Ｒ
動
画
を
流
し
、
元
気
を
届

け
ま
し
た
。

　

こ
れ
だ
け
で
は
終
わ
り
ま

せ
ん
！
８
月
５
日（
土
）午
後

７
時
開
幕
の
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本

戦
は
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
紹
介

ブ
ー
ス
出
展
と
し
て
、
午
後

２
時
か
ら
道
の
駅
の
特
産
品

販
売
や
福
賀
ス
イ
カ
の
試
食

Ｐ
Ｒ
や
販
売
を
行
い
ま
す
。

　

地
方
創
生
は
レ
ノ
フ
ァ
と

共
に
！
レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ

の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

　

☎
２
ー
３
１
１
１

　

http://www.renofa.com/

　

運
行
を
開
始
し
た
ト
ワ
イ

ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
「
瑞

風
」
が
６
月
18
日（
日
）、
阿

武
町
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

運
行
初
日
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
鉄
道
フ
ァ
ン
に
人
気

の
惣
郷
鉄
橋
に
は
多
く
の

方
々
が
カ
メ
ラ
を
構
え
て
い

ま
し
た
。

　

そ
し
て
木
与
駅
で
は
住
民

の
方
々
が
瑞
風
歓
迎
の
横
断

幕
と
旗
を
振
っ
て
お
出
迎
え
。

離
合
の
た
め
６
分
間
停
車
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
目
の

前
に
現
れ
た
豪
華
寝
台
列
車

を
じ
っ
く
り
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

奈
古
駅
で
も
多
く
の
方
々

が
見
学
に
訪
れ
乗
客
の
皆
さ

ん
も
驚
か
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
「
瑞
風
を
も
う
一
度
見
た

い
！
」
と
い
う
そ
こ
の
あ
な

た
！
運
行
状
況
等
詳
し
い
情

報
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
「
瑞
風
」
で
検
索
く

だ
さ
い
。

待
っ
て
ま
し
た
！

ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス「
瑞
風
」！！

レ
ノ
フ
ァ
山
口
Ｆ
Ｃ

阿
武
町
サ
ン
ク
ス
デ
ー
開
催
！

Ⓒ2013
ＲＥＮＯＦＡ

横
断
幕
で
お
出
迎
え

写
真
を
撮
ろ
う
と
前
の
め
り

乗
客
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い

惣郷鉄橋と瑞風

福賀すいかの試食

ABUウォーターボーイズの皆さん

大型スクリーンを背に記念撮影
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水泳許可区域
水泳禁止区域
水泳禁止区域立札

水泳許可・禁止区域水泳許可・禁止区域水泳許可・禁止区域

福賀地区

郷川郷川郷川

プール
中学校

小学校

奈古駅

筒尾

※河口は
　禁止

奈古地区

今浦

田部湾内

元浦港内

畑尻

ばらすよけ～すずめ島

1

2

3

4

惣郷

尾無

畑

水泳禁止区域

二反田（旧生コン）

青浦（旧道入口）

今浦港内

びわくび（田部湾の反対側）

井部田尻

より仏

宇田郷駅前

尾無港内

A

B
A

B

C

CE

D

F

D
E

G

H

F
G
H

宇田郷駅

平原

つづら
田部

宇田郷地区
保護者同伴許可区域

水泳禁止区域

水泳禁止区域立礼

郷

宇田へ

港
かぶ坂

萩へ

温水プール
※小学３年生以下は保護者同伴

宇久 ・ 木与地区

宇久港
清ヶ浜

奈古へ

宇田へ

※清ヶ浜はブイより沖へは出ない
　消波ブロックからの飛び込みはしない

 木与駅

ブイより沖へ
出ない

土

港

つつみ

福賀へ

上郷
砂防

2

1

3

4

井部田

※町内すべての河川・ため池で泳ぐことを禁止します。
※小学生が海で泳ぐ場合は、必ず保護者同伴とします。

水泳許可区域は、

福賀国民プール

のみとします。

地域のみなさんへ

地域で育てる子どもたち!
　「地域の子どもは地域で育てる」
という意識で、「声かけ」や「あいさ
つ」など、子どもたちと積極的に関
わってください。そして、いけない
ことはぜひ注意してください。
　家庭だけでなく地域のみなさんが
一体となって、「たくましく心豊か
な阿武町っ子」を育てていきましょ
う。
　夏休みに子どもたちの明るい笑顔
があふれることを願っています。

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
で

阿
武
町
教
育
委
員
会

阿
武
町
教
育
委
員
会

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ふ
れ
あ
い
・
地
域
で

阿
武
町
教
育
委
員
会

保護者のみなさんへ

家族みんなでふれあいの時間を!
　子どもたちにとって夏休みの楽し
みのひとつが“家族とのふれあい”
です。お忙しい毎日でしょうが、子
どもたちとのふれあいの時間をしっ
かりとっていただき、家族共通の思
い出づくりをお願いします。また、
毎日継続的にできる家庭や地域での
「仕事」を一緒に考え、子どもたち
に取り組ませていきましょう。
　子どもたちにとって楽しい体験だ
けでなく、きつい体験も心の健やか
な成長のためには大切です。

児童・生徒のみなさんへ

夏休みにしかできない体験を!
　心待ちにしていた夏休みが始まり
ました。「夏休みだからできること」、
「夏休みでないとできないこと」に
積極的にチャレンジしてみましょ
う。
　この機会に趣味や特技を磨き、い
ろいろなことにチャレンジすること
で充実感や満足感を味わうことがで
きます。
　今年の夏も、心に残る素晴らしい
体験や活動に積極的に挑戦し、有意
義な夏休みにしていきましょう。

　

今
年
も
、
子
ど
も
た
ち
が
心
待
ち
に
し
て
き
た
「
夏
休
み
」
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
思
い
き
り
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
、
楽
し
い
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
の
素
晴
ら
し
い
夏
休
み
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

阿
武
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
水
の
事
故
か
ら
守
る

た
め
に
、
左
の
図
の
と
お
り「
水
泳
許
可
・
禁
止
区
域
」を
定
め
て
い

ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
も
設
置
場
所
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
水
泳
禁
止
区
域
の
近
く
で
、
子
ど
も
た
ち
を
見
か
け
た
り

危
険
な
行
為
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

思
い
出

思
い
出

い
っ
ぱ
い
の

い
っ
ぱ
い
の

    

夏
休
み
に
！

夏
休
み
に
！

思
い
出

い
っ
ぱ
い
の

  

夏
休
み
に
！
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阿
武
町
の
元
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
廣
田
浩
士
さ
ん
と
、

う
も
れ
木
の
郷
四
つ
葉
サ
ー
ク
ル
が
主
催
す
る
〝
じ
ゃ
が
い

も
収
穫
体
験
〞
が
７
月
２
日
、
上
万
集
会
所
近
く
の
畑
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
回
目
と
な
り
、
３
月

中
旬
か
ら
男
爵
や
メ
ー
ク
イ
ン
な

ど
を
育
て
準
備
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
万
集
会
所
周
辺
に
は

お
米
や
豆
腐
、
様
々
な
野
菜
な
ど

の
特
産
品
の
販
売
や
、
福
の
里
の

お
す
し
、
四
つ
葉
サ
ー
ク
ル
手
作

り
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど
の
販
売
も
あ
り
、
収
穫
と
特
産
品

を
満
喫
で
き
る
企
画
と
な
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
収
穫
体
験
に
訪
れ
、
に
ぎ
や
か
な

声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

農
業
者
の
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
に
対
す
る
取
り
組
み

と
し
て
６
月
24
・
25
日
の
２

日
間
、
山
口
大
学
剣
道
部
の

学
生
が
う
も
れ
木
の
郷
で
草

取
り
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
今
年
で
６
回
目
を
迎

え
る
取
り
組
み
で
、
う
も
れ

木
の
郷
で
栽
培
し
て
い
る

〝
エ
コ
1
0
0
米
〞
の
田
の

草
取
り
作
業
を
は
じ
め
、
女

性
部
と
一
緒
に
豆
腐
作
り
に
も
挑
戦
。
夜
は
格
納
庫
で
交
流

会
を
開
き
、
10
軒
の
地
元
農
家
に
民
泊
し
ま
し
た
。

おいしいお米ができますようにおいしいお米ができますように

啓発活動で一歩ずつ啓発活動で一歩ずつ

廣
田
さ
ん
×
四
つ
葉
サ
ー
ク
ル
企
画

　
　
　
　
　
　

   

〝
じ
ゃ
が
い
も
収
穫
体
験
〞

廣
田
さ
ん
×
四
つ
葉
サ
ー
ク
ル
企
画

　
　
　
　
　
　

   

〝
じ
ゃ
が
い
も
収
穫
体
験
〞

　

消
防
の
基
本
技
術
の
習
熟
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
７
月
２
日
、
阿

武
町
消
防
団
夏
季
訓
練
が
奈
古
漁

港
で
開
催
さ
れ
１
０
７
人
の
団
員

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

萩
市
消
防
本
部
の
教
官
の
指
導

の
も
と
、
操
法
訓
練
を
行
っ
た
ほ

か
、
新
入
団
員
は
礼
式
訓
練
な

ど
、
女
性
団
員
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用

し
た
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
訓
練
を

行
い
、
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

暑
さ
に
負
け
ず
訓
練
あ
る
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　

消
防
団
が
夏
季
訓
練

山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題

礼式訓練に励む新入団員礼式訓練に励む新入団員 さ～て何Kg穫れたかな？さ～て何Kg穫れたかな？

　

７
月
３
日
、
道
の
駅
阿
武

町
に
て
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
Ｐ
Ｒ
活
動
が
行

わ
れ
、
推
進
委
員
会
の
方
々

が
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
黄
色
い

羽
根
な
ど
を
来
客
者
に
配
り

ま
し
た
。

　

法
務
省
が
主
唱
す
る
こ
の

運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
、
今
年

は
、「
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、
刑
務
所
か
ら
社
会
に

戻
る
人
の
数
を
減
ら
す
こ
と
」
や
、「
薬
物
依
存
か
ら
の
回

復
と
社
会
復
帰
を
長
期
的
に
支
え
る
地
域
の
環
境
を
作
る
こ

と
」
等
を
重
点
事
項
と
し
て
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
　
　
　
　

道
の
駅
で
啓
発
活
動
を
実
施

取
り
組
み
６
年
、絆
も
深
ま
る

う
も
れ
木
の
郷
が
山
大
剣
道
部
と
草
取
り
交
流

取
り
組
み
６
年
、絆
も
深
ま
る

う
も
れ
木
の
郷
が
山
大
剣
道
部
と
草
取
り
交
流

　

福
賀
特
産
〝
ミ
ネ
ラ
ル
す
い
か
〞
の
出
荷
式
が
７
月
３

日
、
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
農
協
福
賀
農
産
物
集
出
荷
場
で
行
わ

れ
、
自
慢
の
ス
イ
カ
が
全
国
各
地

へ
向
け
て
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
福
賀
す
い
か
部
会
会
長

の
木
村
武
和
さ
ん
（
宇
生
賀
中

央
）
が
「
福
賀
の
ス
イ
カ
は
、
１

株
１
果
穫
り
で
高
糖
度
で
大
玉
。

今
年
は
晴
天
の
た
め
か
、
例
年
以

上
に
糖
度
が
高
く
、
か
つ
品
質
も

均
一
化
さ
れ
て
お
り
渾
身
の
出
来

で
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

今
年
福
賀
で
は
、
気
候
を
活
か
し
て
５
戸
の
農
家
が
１
・

５
ha
で
ス
イ
カ
栽
培
を
し
て
お
り
、
出
荷
量
70
ｔ
（
７
０
０

０
玉
）、
販
売
額
２
０
０
０
万
円
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
甘
さ
は
ひ
と
味
違
う
！

　
　
　
　
　

福
賀
ミ
ネ
ラ
ル
す
い
か
出
荷
式

みんなで抱えてやっとこさみんなで抱えてやっとこさ

　
　
　

　

６
月
29
日
に
阿
武
小
学
校
で
、
福
賀
梨
生
産
組
合
長
の
水

津
明
文
さ
ん
に
よ
る
、
梨
の
出
前
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
５
月
に
水
津
さ
ん

の
梨
園
で
袋
か
け
作
業
を

行
っ
た
阿
武
小
３
年
生

が
、
年
間
を
通
じ
て
総
合

学
習
で
梨
を
研
究
す
る
こ

と
に
な
り
実
現
し
た
も
の

で
す
。「
梨
は
花
が
咲
き
ま

す
か
」
な
ど
、
児
童
は
積

極
的
に
質
問
し
理
解
を
深

め
て
い
ま
し
た
。

町
特
産
の
梨
の
こ
と
も
っ
と
知
り
た
い
！

　
　
　
　

阿
武
小
３
年
生
が
梨
の
総
合
学
習

写真を使い梨の説明をする水津さん写真を使い梨の説明をする水津さん
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日
本
唯
一
の
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ

ス
タ
イ
ル
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

「BLA
CK
 BO
TTO

M
 BRA

SS 
B
A
N
D

（
以
下B

B
B
B

）」
の
ラ
イ

ブ
コ
ン
サ
ー
ト
が
７
月
２
日
、
町

民
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
町
内
外
か
ら
観
客
１
０
０

人
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
は
４
月
に
発
売
さ
れ

た
ア
ル
バ
ム
を
ひ
っ
さ
げ
て
の
全

国
ツ
ア
ー
の
中
で
「Turkey 

A
 

G
o G
o in 

阿
武
」と
し
て
の
開

催
。
迫
力
あ
る
音
楽
、
地
元
奏
者

と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
客
席
を
巻
き

込
ん
だ
演
出
に
、
会
場
は
一
体
と

な
っ
て
リ
ズ
ム
と
迫
力
あ
る
音
色

を
楽
し
み
ま
し
た
。

ブラスのリズムでわっしょい！
ＢＢＢＢが町民センターでＬＩＶＥ
ブラスのリズムでわっしょい！
ＢＢＢＢが町民センターでＬＩＶＥ

あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場まちづくり推進課広報統計係（☎2̶3111）　E-mail : kikaku@town.abu.lg.jp

　

首
都
圏
在
住
の
阿
武
町
出
身
者

等
で
組
織
す
る
、
同
郷
会
「
東
京

ふ
る
さ
と
阿
武
町
会
」
の
第
４
回

大
会
が
６
月
17
日
、
東
京
都
品
川

区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
・

イ
ン
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
町
外
在
住
者
に
も
ふ
る

さ
と
阿
武
町
を
応
援
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
、
サ
ポ
ー
ト
町
民
組
織

化
事
業
に
よ
り
都
市
住
民
と
の
交

流
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

広
報
あ
ぶ
の
有
料
購
読
者
な
ど
に

広
く
呼
び
か
け
を
行
い
設
立
さ
れ

た
も
の
で
、
今
年
で
４
年
目
を
迎

え
ま
す
。

　

総
会
で
は
福
賀
の
出
身
で
同
会

か
け
が
え
の
な
い
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

　
　
　
　
　
　
　

第
４
回
東
京
ふ
る
さ
と
阿
武
町
会

関
西
山
口
県
同
郷
会
及
び

　
　
　
　
　

阿
武
町
会
に
出
身
者
３０
人

会
長
の
三
木
正
市
さ
ん
（
㈱
東
京

ア
ー
ト
会
長
）
が
あ
い
さ
つ
。
参

加
者
の
自
己
紹
介
・
近
況
報
告
の

ほ
か
物
産
販
売
。
ま
た
、
懇
親
会

で
は
町
の
近
況
映
像
や
ク
イ
ズ
、

最
後
は
３
地
区
の
出
身
中
学
の
校

歌
を
斉
唱
す
る
な
ど
、
旧
交
を
温

め
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
東
京
ふ
る
さ
と
阿
武
町
会
」

は
首
都
圏
在
住
の
阿
武
町
出
身
者

な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
、
来

年
も
６
月
16
日（
土
）に
同
ホ
テ
ル

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

問
役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

 

☎
０
８
３
８
８
ー
２
ー
３
１
１ 

　

１
ま
で

　

６
月
10
日
に
大
阪
の
太
閤
園

で
、
平
成
29
年
度
「
第
１
２
８
回

関
西
山
口
県
同
郷
会
」
が
開
催
さ

れ
山
口
県
副
知
事
を
は
じ
め
総
勢

約
２
８
０
人
参
加
の
も
と
、
阿
武

町
出
身
者
ら
20
人
が
参
加
。
町
か

ら
花
田
町
長
も
参
加
し
、
阿
武
町

の
P
R
コ
ー
ナ
ー
や
物
産
展
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

阿
武
町
で
は
今
年
１
月
21
日
、

こ
の
会
の
参
加
者
が
母
体
と
な
っ

て
「
関
西
・
東
海
ふ
る
さ
と
阿
武

町
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
関

西
同
郷
会
で
は
阿
武
町
の
結
束
と

P
R
、
２
次
会
で
は
木
与
出
身
で

飲
食
チ
ェ
ー
ン
店
経
営
、
赤
木
清

美
さ
ん
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
場
所
を

移
し
、
阿
武
町
出
身
者
30
人
が
参

加
し
て
町
長
と
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

みんなで奏でる母校の校歌

集合写真も今年で4枚目

阿武町出身の皆さんと

同郷の仲間に笑顔がこぼれる

圧
巻
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

場所を移してフリートーク



　平成26年7月にアメリカ合衆国か
ら来日したケイトリン・アディソン先
生。阿武町での３年間の外国語指導助
手（ＡＬＴ）の任期を終え、このたび
帰国することになりました。
　町内の小・中学校での英語の学習や
国際理解教育の活動をとおして、子ど
もたちと楽しくふれあってくださった
ケイトリン先生。また、諸行事に積極
的に参加し、大いに盛り上げていただ
きました。今日まで本当にありがとう
ございました。
　アメリカでの今後のご活躍をお祈り
します。

阿武小学校から

We will never forget your smile and kindness!We will never forget your smile and kindness!We will never forget your smile and kindness!We will never forget your smile and kindness!We will never forget your smile and kindness!

福賀小学校から

Thank you,Katlyn!Thank you,Katlyn!Thank you,Katlyn!Thank you,Katlyn!Thank you,Katlyn!
I　know !

Nice  smile! !
So  cute♡

楽しいゲームや海外の行事を
たくさん教えてもらったよ！

Thank you,Katlyn先生！

We enjoyed Engrish lesson!
1515 141415 14

たくさんのゲームや
季節の行事がとて
も、楽しかったよ！ 
英語、大好き！

いろいろなアメリカの行事や旅行で
のことなど、楽しいお話をありがと
うございました。これからもお元気
で！　　　　　　　　　　　（凜）
I’ve learned many things from 
Katlyn. The lessons were fun!!
I’ll study English very hard.
　　　　　　　　　　　　（愛結）
クリスマス会で人形をプレゼントし
てくれてすごくうれしかったです。
また阿武町に来てください。（莉）
先生とたくさんお話ができてとても
楽しかったです。英語の勉強をもっ
と頑張って、夢を叶えたいと思いま
す。　　　　　　　　　　（初葉）
外国の文化やイベントを詳しく楽し
く教えてくださいました。普段知る
ことのない外国について学ぶことが
でき、感謝しています。　（伊代）

小学生の時にクリスマスゲームを
し、アメリカのTシャツをもらっ
たことを覚えています。大切にし
ます。お元気で。　　　（蒼太）
英語の授業で、ケイトリン先生の
家族紹介がありました。とても楽
しかったです。すてきな家族だな
と思いました。　　　　（星菜）
英語の授業では、ゲームなどで楽
しく英語を覚えることができまし
た。ケイトリン先生のおかげでた
くさんの英語を覚えられました。
　　　　　　　　　　　（晴陽）

Thank you,Katlyn !

See you again!!

阿武中学校から

阿武小学校から

ありがとうありがとう

ケ
イトリン先生

ケ
イトリン先生
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自
分
を
超
え
ろ
!!福

賀
地
区
大
運
動
会

　

６
月
４
日（
日
）に
保
育
園
・
小
学
校

と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
「
み
ん
な
で

協
力
、
福
賀
の
パ
ワ
ー
を
見
せ
つ
け

ろ
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
福
賀

地
区
こ
い
の
ぼ
り
大
運
動
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
運
動
会

当
日
も
真
夏
の
よ
う
な
晴
天
と
な
り
ま
し
た
。
暑
い
中
練

習
を
重
ね
、
互
い
に
気
持
ち
を
同
調
さ
せ
た
応
援
合
戦

や
、
阿
武
中
に
進
学
し
た
卒
業
生
が
運
営
の
手
伝
い
や
地

域
競
技
に
参
加
す
る
な
ど
、
改
め
て
た
く
ま
し
く
成
長
し

て
い
る
姿
に
感
動
！
ま
た
小
学
校
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
運

動
場
の
ト
ラ
ッ
ク
を
小
さ
く
し
て
い
た
だ
き
、
こ
い
の
ぼ

り
を
か
ざ
し
て
走
る
競
技
に
も
地
域
の
方
も
参
加
さ
せ
て

も
ら
う
な
ど
、
昨
年
の
体
育
館
で
の
実
績
を
生
か
し
た
、

会
場
全
体
が
一
体
と
な
る
工
夫
に
よ
り
、
見
る
側
、
参
加

す
る
側
全
て
が
主
役
と
な
る
運
動
会
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頑
張
り
に
感
動
!!交

通
安
全
自
転
車
大
会

　

７
月
１
日（
土
）に
交
通
安
全
子
供
自
転
車
山
口
県
大
会

が
山
口
市
小
郡
の
県
総
合
交
通
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

福
賀
小
学
校
児
童
９
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
実
技
練
習

は
、
中
学
校
跡
地
に
子
ど
も
た
ち
自
身
が
走
行
コ
ー
ス
を

作
り
、
学
科
テ
ス
ト
と
併
せ
て
約
１
カ
月
半
、
毎
日
放
課

後
等
に
練
習
を
行
い
ま
し
た
。
行
き
の
車
の
中
で
も
学
科

の
想
定
問
題
を
互
い
に
出
し
合
う
な
ど
、
最
後
ま
で
準
備

を
行
い
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。
実
技
は
日
差
し
に
よ
り
大

変
暑
い
中
で
し
た
が
、
全
国
大
会
出
場

を
目
指
し
選
手
全
員
、
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
ず
に
奮
闘
。
結
果
は
、
県
内
20

チ
ー
ム
中
７
位
と
９
位
に
な
り
ま
し
た

が
、
最
後
ま
で
粘
り
強
く
自
分
の
力
を

信
じ
発
揮
し
た
選
手
の
頑
張
り
に
、
参

加
者
全
員
が
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
り

ま
し
た
。

安
全
安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に

お
ま
わ
り
さ
ん
の
講
義

　

６
月
７
日
に
第
２
回
宇
田
寿
齢
大
学

を
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
『
高
齢
者
の
交
通
安
全
と
う

そ
電
話
に
つ
い
て
』
を
萩
警
察
署
宇
田

郷
駐
在
所　

岡
村
所
長
さ
ん
か
ら
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
月

９
日
（
く
っ
き
り
）
は
反
射
材
の
日
と
な
っ
て
お
り
、
夜
歩
く

時
に
は
明
る
い
服
装
、
反
射
材
な
ど
を
携
行
す
る
よ
う
指
導
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
詐
欺
に
遭
わ
れ
た
例
な
ど
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
に
か
変
だ
な
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
最
寄
り
の
駐
在
所
ま
た

は
警
察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
と
話
さ
れ
、
講
義
を
終
了
し

ま
し
た
。

男
の
簡
単
料
理
！

　

６
月
23
日（
金
）午
後
４
時
か
ら
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
宇
田
郷
地
区
男

料
理
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

年
２
回
開
催
し
て
い
る
料
理
教
室

で
す
が
、
今
回
は
缶
詰
を
使
っ
た
創

作
料
理
で
し
た
。

　

缶
詰
で
も
色
々
工
夫
す
れ
ば
素
敵

な
料
理
に
変
身
し
ま
す
。
お
味
も
上
々
で
し
た
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

６
月
18
日（
日
）午
後
１
時
30
分
か

ら
宇
田
郷
婦
人
会
若
葉
学
級
の
開
講
式

を
開
催
し
ま
し
た
。
若
葉
学
級
生
９
人

と
少
人
数
で
す
が
１
年
間
事
業
計
画
に

沿
っ
て
楽
し
く
充
実
し
た
活
動
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

開
講
式
終
了
後
、
健
康
運
動
指
導
士

戸
川
勝
也
先
生
の
指
導
で
「
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
」
の
講
習
。
受
講
生
の
み
な
さ
ん

い
い
汗
を
流
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ

ま
し
た
。

泳げコイのぼり学科テスト緊張～

宇田寿齢大学工夫次第！？いい汗流す若葉学級

ア
ル
デ
ン
テ
に
茹
で
あ
が
っ
た
!?

メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン　

６
月
講
座

　

６
月
23
日
、
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
の

開
講
式
と
６
月
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

開
講
式
で
は
今
年
度
の
予
定
を
確

認
。
年
間
６
回
の
講
座
の
う
ち
移
動

教
室
１
回
と
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
の

指
導
を
受
け
な
い
学
級
生
の
み
の
回

１
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
講
座
は
「
夏
に
向
け
て
の
麺

料
理
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
メ
ン

ズ
キ
ッ
チ
ン
で
は
初
の
ス
パ
ゲ
テ
ィ
２
種
（
ペ
ペ
ロ
ン

チ
ー
ノ
と
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
）
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ほ
か
に

も
新
玉
ね
ぎ
の
サ
ラ
ダ
に
コ
ー
ヒ
ー
と
牛
乳
の
２
色
か
ん

を
作
り
ま
し
た
。

　

麺
の
ゆ
で
方
「
ア
ル
デ
ン
テ
」
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
調

理
し
、
「
た
ま
に
は
こ
う
い
う
お
し
ゃ
れ
な
メ
ニ
ュ
ー
も

え
え
の
う
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
に
興
味
の
あ
る
方
は
中
央
公
民
館
、

杉
山
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
☎
２
ー
２
０
４
４
）

漁
師
直
伝
、
イ
カ
ダ
づ
く
り

阿
武
中
・
イ
カ
ダ
大
会
実
行
委
員
会

　

７
月
３
日
、
阿
武
中
学
校
で
「
第
24
回
な
ご
夏
ま
つ
り

日
本
海
イ
カ
ダ
大
会
」
中
学
生
の
部
に
向
け
て
イ
カ
ダ
の

制
作
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

指
導
者
と
し
て
連
合
船
団
の
み
な
さ
ん
を
迎
え
、
イ
カ

ダ
大
会
実
行
委
員
と
共
に
、
制
作
が
始
ま
り
ま
し
た
。
１

年
生
は
初
め
て
、
２
･
３
年
生
も
１
年
ぶ
り
の
制
作
で
な

か
な
か
手
が
出
ず
連
合
船
団
の
漁
師
さ

ん
の
温
か
く
も
〝
厳
し
い
〞
指
導
を
受

け
な
が
ら
の
制
作
で
し
た
。

　

基
本
の
イ
カ
ダ
は
２
時
間
弱
で
出
来

上
が
り
、
23
日
の
本
番
ま
で
に
そ
れ
ぞ

れ
の
飾
り
付
け
を
待
つ
ば
か
り
で
す
。

イ
カ
ダ
大
会
当
日
は
、
み
な
さ
ん
応
援

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

スパゲティ２種類
出来ました!完成間近 アルデンテかな？



●山口県学校農業クラブ連盟総会・幹部 講習会　
6月12日（月）・13日（火）に、国立山口徳地青少年自然
の家で山口県学校農業クラブ連盟総会・幹部講習会が行
われました。農業クラブ活動の活性化のため、県内の農
業に関係する高校から約60名の生徒が集い、本校から
は6名の生徒が参加しました。1日目はグループに分か
れて親睦を深め、その後「社会の諸問題に農業クラブが
貢献できることは」などのテーマについて話し合いまし
た。その内容はポスターにまとめ、2日目に自分たちの
意見を発表しました。難しいテーマでしたが、農業クラ
ブの役割について考える良い機会となり他校との交流も
でき、有意義な時間となりました。 
●ようこそ先輩　6月16日（金）、本校卒業生5名をお招
きし、「ようこそ先輩」を実施しました。前半は、先輩た
ちから高校時代の過ごし方や社会人になるために必要な
ことなどを聞きました。後半は、３年生が進路実現に向
けてさらに詳しく話を聞けるように５つのブースを設
け、それぞれで先輩を囲んで話を伺いました。卒業生の

体験談ということから、話の一 つ一つに説得力があ
り、生徒たちも一生懸命メモを取りながら、熱心に聞い
ていました。生徒の感想には、「交友関係を大切に」、「挨
拶や言葉遣いに気を付ける」などがあり、当たり前のこ
とをきちんと行うことの重要性を改めて感じたようでし
た。
●阿武小学校との交流学習　～美味しいサツマイモ作り
（苗植え）～　6月19日（月）、『グリーンライフ』の授業
で阿武小学校２年生17名と本校３年19名が、サツマイ
モの苗植えを行いました。生徒たちは小学生にうまく教
えることができるか不安な様子でしたが、紙芝居を使っ
て丁寧に説明し、苗植え中も一生懸命教えながら、楽し
く交流していました。生徒の感想には「いろんな話がで
きて楽しかった」、「とてもかわいかった」、「うまく教え
ることができず、申し訳ない。次回はちゃんと教えた
い」など、教える楽しさや難しさを体感できた良い体験
となりました。
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よう
こそ
先輩

阿武小学校
との交流学習

山口県学校
農業クラブ連盟

総会・幹部講習会

奈　

古　

高　

校

萩
高
校
奈
古
分
校
は
今

６
月
２
日　

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
６
チ
ー
ム
参
加
）

★
優　

勝　

宇
田
郷
ソ
フ
ト
ボ
ー

　

ル
リ
ー
グ

★
準
優
勝　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

７
月
２
日　

玖
珂
体
育
セ
ン
タ
ー

【
小
学
校
３
年
生 

男
子
の
部
】

★
３　

位　

上
田
怜
央（
水
ヶ
迫
）

７
月
９
日　

防
府
市
武
道
館

【
小
学
校
３
年
生 

男
子
の
部
】

★
準
優
勝　

末
益
鼓
一（
水
ヶ
迫
）

★
３　

位　

上
田
怜
央（
水
ヶ
迫
）

表
彰
席

第
２７
回　

A
B
U
３

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
39
回
玖
珂
町

　

近
郷
少
年
柔
道
大
会

第
23
回
中
関
柔
道
ス
ポ
ー

　

 

ツ
少
年
団
柔
道
大
会

（
敬
称
略
）

優勝した宇田郷ソフトボール
リーグのみなさん
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21
世
紀
の
暮
ら
し
方
研
究
所
（
通
称
：
ラ

ボ
）
の
第
14
回
講
座
が
６
月
25
日
、
奈
古
地

区
の
水
甚
で
行
わ
れ
22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
改
修
の
始
ま
る
旧
奈
古
薬
局
に

「
行
っ
て
見
て
話
す
」
講
座
を
開
催
。
改
修

事
業
を
担
当
す
る
企
画
会
社 

月
と
羊
飼
い

代
表
の
大
江
健
太
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
実

際
に
旧
奈
古
薬
局
へ
向
か
い
、
様
々
な
改
修

の
可
能
性
を
探
り
な
が
ら
、
イ
メ
ー
ジ
を
膨

ら
ま
せ
ま
し
た
。

　

会
で
は
、
場
づ
く
り
は
「
バ
ン
ド
」
と
一

緒
で
あ
り
、
ま
ず
仲
間
を
集
め
、
そ
の
場
を

活
用
す
る
活
動
や
方
法
を
発
信
し
、
活
動
を

応
援
し
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

旧
奈
古
薬
局
で
は
大
江
さ
ん
が
各
部
屋
の

造
り
を
説
明
し
な
が
ら
、
み
ん
な
で
改
修
の

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。

　

水
甚
に
戻
っ
て
か
ら
は
「
改
修
中
に
や
っ

て
み
た
い
こ
と
を
部
活
み
た
い
に
始
め
よ

う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
話
し
合
い
を
行
い
、

カ
レ
ー
を
現
場
で
作
っ
て
振
る
舞
う
〝
カ

レ
ー
部
〞
な
ど
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
、

自
主
的
に
活
動
を
立
ち
上
げ
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
次
回
ラ
ボ
は
７
月
22

日
、
23
日
に
旧
奈
古
薬
局
の
天
井
解
体
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

第１段 「年を重ねることと向き合う」講師:久保田好正さん（作業療法士・二級建築士）
　　　　  ８月２６日（土）１３：００～１６：００　＠町民センター多目的ホール
関連企画
映画「人生フルーツ」上映会を３地区で開催！
８月５日（土）９：３０～　のうそんセンター、８月５日（土）１４：００～　町民センター
８月６日（日）９：３０～　ふれあいセンター

２１世紀の暮らし方研究所　通信
～阿武町版総合戦略「TsuQuRo・阿武の玄関づくりプロジェクト」を進めています！～

　７月から改修作業を始めることを前に、６月25
日に「旧奈古薬局内覧会」を開催しました。
　町内外から約５０人が薬局を訪れ、移住定住の
相談窓口兼コミュニティスペースが併設された
「まちの拠点」としてリノベーションすることを
説明しました。
　今後は現場を開きながら、住民参加型で事業を
進めていくこととしています。

改修中にできることのアイデアを発表

旧奈古薬局内で改修作業をイメージ

旧
奈
古
薬
局
の
現
場
で
イ
メ
ー
ジ
膨
ら
ま
す

こ
れ
か
ら
改
修
ス
タ
ー
ト　

場
づ
く
り
は
「
バ
ン
ド
」
活
動
と
一
緒

旧奈古薬局内覧会を開催しました

「家とわたしのこれからに“そっと”向き合う」３回講座を開催します

詳しくは広報７月号と
一緒に配布するチラシ
をご覧ください

最新の情報は21世紀の暮らし方研究所ホームページでご覧いただけます。URL:www.town.abu.lg.jp./lab/
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体に優しい
　　　飲酒習慣を知ろう！

◆おいしく！
　楽しく飲もう！
アルコールも適量を守れば、
「百薬の長」とも言われていま
すが、おつきあいの場では楽し
くて、ついつい適量を超えて、
飲み過ぎてしまいます。

①自分の適量を上手に
②アルコール度の強いお酒は薄めて
③肝臓にやさしい、おつまみなどを食べな
　がら（たんぱく質＋野菜）
④24時までに切り上げて
⑤週に２日は休肝日を

【問い合わせ】役場民生課 保健師　☎２－３１１３

♪
ハ

ッピ
ー あぶ町
♪

♪
ハ

ッピ
ー あぶ町
♪

健康習慣④

みんなで実践！

〔阿武町：飲酒習慣の現状〕

◆休む日を決めよう！
　1週間にこの日と決めて設けます。週に3日休むのが理想ですが、難しい場合は1日から始めてみま
しょう。
　休肝日には運動をするなどの予定を入れたり、ノンアルコールビールを飲むのも良い方法です。

休肝日で肝臓を休めよう！

◆まずは自分の適量を知ろう！
　アルコールの“適量”には個人差がありますが、一般的に“適量”といわれる量は純アルコールで
２０ｇで、男性では日本酒１合、ビール中ビン１本、焼酎は３５度で約７０ml程度になります。また女性
は男性の１／２～２／３が適量になります。
　そして、アルコールにもカロリーがあるので、飲み過ぎると肝臓を傷め、カロリーのとりすぎにな
り、体重が増加し、さまざまな生活習慣病の原因となります。“生活習慣病のリスクを高める飲酒
量”は男性では“適量の２倍”、女性では男性の“適量”と同じ量と言われています。アルコールは
肝臓で分解されますが、アルコール分解酵素の働きの強さは、ほぼ遺伝で決まっているので、自分の
適量（心地よく、楽しく飲める量）を知り、お酒と上手につきあいましょう。

“適量飲酒”とは？

“適量飲酒”とは？

■お酒（清酒､焼酎､ビール、
洋酒など）を飲む頻度
〔H27年度　特定健康診査
受診者の質問票結果〕

■毎日、飲酒する人の飲酒量

毎日飲酒する習慣
がある人は男性に
多く、1合以上飲
酒している人が5
割以上いますね！

飲み過ぎないために
気をつけること！

酒はやめられんけど、
どねえしたらええかのう？

飲まない
46%

毎日
33%

1合未満
33%

無回答
10%

1～2合
41%

2～3合
14%

3合以上
2%

時々
21%

毎日、飲みたい方は適量を守って飲みましょう。
ついつい飲み過ぎてしまう方は、休肝日を設けて
みませんか？
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接種可能な予防接種は受けておられますか？
予防接種は、比較的感染症の少ない春から秋の間になるべく受けましょう。
小学生以上の子どもさんは、夏休み期間を利用しましょう。
二種混合（小学校６年生）やMR２期（年長児）のように対象年齢が決まっている種類もあります。
この機会にぜひ、母子健康手帳の予防接種欄を確認され、未接種の予防接種を受けましょう。
●問い合わせ　役場民生課保健所　☎2－3113

～予防接種を受けましょう～

－離職された方の生活の安定のために－
山口県・市町離職者緊急対策資金貸付制度

　会社の倒産や事業の不振などにより、離職を余
儀なくされた方の生活資金などを貸し付けていま
すので、ご利用ください。
○貸付対象者（次のすべてに該当する方）
（１）県内に居住している方
（２）離職時の事業所に１年以上勤続していた方
（３）離職を余儀なくされた勤労者（雇用保険受

給資格者又は雇用保険受給資格者であった
方で離職理由コードが11、12、21、
22、23、31、32及び34である方に限
ります。）で、離職後１年以内の方

（４）借入申込時、現に離職しており、かつ、ハ
ローワークで求職活動を行っている方

（５）市町税を完納している方
（６）返済能力のある方

（注）確認書類として、雇用保険受給資格者証等 
　　　の証明書が必要です。
○資金使途　大学教育資金、住宅資金償還金、冠
婚葬祭・療養資金、災害資金、一般生活資金
○貸付限度額　７０～１５０万円
○償還期間　６～１０年以内
○貸付利率　年１．０％（別に保証料が必要）
○保証人等　連帯保証人１名（申込人と別生計の
方）と（一社）日本労働者信用基金協会の債務保
証を受けることが必要です。
○申し込み　中国労働金庫（貸付に当たっては、
中国労働金庫の審査があります。）
○問い合わせ　阿武町経済課　☎２－３１１４
　または県労働政策課　☎083－933－3210
　県内の中国労働金庫各支店

18歳までの子どもさんが
おられる保護者の方へ

　ダニを介した感染症は、ダニに咬まれないことが重要です。
　野外にいるダニが病原体を持っていることがあり、刺されると感染症にかかる危険性が
あります。これらの疾患にかからないようにするために、野外でのダニ対策が重要です。

【ダニに咬まれないために】
・山や野原の他、公園、住宅地の庭などにもダニ
がいることがありますので、剪定や草取り等の
際には注意してください。
・やぶや草むらなど、ダニの生息する場所に入る
場合には、長袖、長ズボン、足を完全に覆う靴
下・靴を着用等、肌の露出を少なくすることが
大切です。
・屋外活動後にはダニに咬まれていないか確認し
てください。帰宅後すぐに服を着替えたり、体
をシャワーで洗い流すと有効です。

ダニ媒介感染症予防について
ダニ媒介性疾患の予防について

～詳しくは下記のホームページもご参照ください～
　ダニ媒介性疾患の予防について（県環境保健センターホームページ）
　　　　http://kanpoken.pref.yamaguchi.lg.jp/jyoho/page9/dani_1.html
【問い合わせ】役場 民生課　☎２－３１１３

・やぶ等で、犬や猫などの動物にダニが付くこと
があります。除去には、目の細かいクシをかけ
ると効果的です。ダニ駆除薬もありますので獣
医師に御相談ください。

【ダニに咬まれたら】
・吸血中のダニに気がついた際には、できるだけ
医療機関で処置してください。（自分でダニを
つぶさないようにしてください）
・ダニに咬まれた後に、発熱等の症状があった場
合は、医療機関を受診してください。

マダニ　
吸血後
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●主　　催　阿武町教育委員会　　　　●定　員　40人
●申込方法　下記の連絡先に住所・氏名・電話番号をお知らせください
●申し込み　〒７５９－３６２２　阿武郡阿武町大字奈古３０７８－１　阿武町教育委員会　
　　　　　　☎０８３８８－２－０５０１　ＦＡＸ０８３８８－２－２０７５
●申込締切　特にありません（当日参加も可能ですが定員を超えた場合は事前申込を優先します）
●そ の 他　全回参加が望ましいですが、一回のみの参加も可能です

自分で歴史を調べてみよう～図書館・ネットで調べる歴史～

県立図書館総合
サービスグループ職員

第1回
8月25日
（金）

図書館での歴史の調べ方
自分の調べたい歴史についてどのように調べるか、図書館司書に調べ方
のコツを教えてもらいます。

県立図書館総合
サービスグループ職員

第2回
9月29日
（金）

ネットで調べる歴史
某有名サイトをもじった「ググる」という言葉が表すように日常生活の
様々な疑問に答えてくれるインターネットですが、果たして歴史を調べ
る上でその情報はどこまで信じていいのか、信頼できる情報の見つけ方
を紹介します。

山口市歴史民俗資料館
山本真美

第3回
10月11日
（水）

古文書入門
現在とは違ったルールで書かれた古文書。ひと言で古文書といっても
様々な種類があります。その歴史と特徴を紹介します。現代とは異なり
句読点等がなく、くずし、異体、変体など様々な形で書された古文書の
学習方法について学びます。

山口市歴史民俗資料館
山本香澄

第4回
11月29日
（水）

和本の読み方を学ぼう！
古くからある家に眠る和本。その読み方を学び、興味はあるけど分から
なかった内容を知るきっかけにする為の講座です。山口市歴史民俗資料
館を訪問し、和本に関する企画展を見学します。その後、和本の文章が
示されたスライドを読みながらその内容を学びます。

※上記内容については講師の都合により変更になる可能性がございますのでご了承ください。

相談無料！お気軽に

●日　時　７月26日（水）１０時～１2時
●場　所　阿武町役場本庁 ２階 小会議室
　　　　　（☎２－３１１２）
●共　催　山口県、（一社）山口県建築士会
●相談員　木造住宅耐震診断員
　　　　　（無料耐震診断での派遣診断員）
●内　容　住まいの耐震性に不安のある方や、実
際に診断や改修をお考えの方に、耐震診断員が診
断・工事の流れや注意点等をアドバイス（図面が
あればお持ちください）

耐震診断員による無料相談会耐震診断員による無料相談会

　自分で歴史についてどのように調べるかを学習するきっかけを作る講座です。図書館の利用方法、イ
ンターネットの活用にまつわるメリット・デメリット、古文書の学習方法を学びます。また、山口市歴
史民俗資料館を訪問し、和本の読み方を学びます。
●会　　場　阿武町町民センター多目的ホール（第1回～第3回）　山口市歴史民俗資料館（第4回）
●時　　間　午前１０：００～１１：３０　　　
●参 加 料　無　料

【参考】住宅の無料耐震診断および改修補助制度
①住宅の耐震診断（昭和56年5月以前に建てら
　れた一戸建木造住宅等要件あり）
　費用：無料（市町が耐震診断員を派遣）
②住宅の耐震改修（昭和56年5月以前に建てら
　れた一戸建木造住宅等要件あり）
　補助率：改修費用の2/3を補助（限度額あり）
◆申し込みおよび補助等の相談
　阿武町役場施設課　☎２－３１１２

阿武町  歴史秘話発見講座

　国内各地で大きな地震により、住まいの倒壊による人命被害が多く発生しており、地震への備えと
してまずは住まいの地震に対する安全性を知り、耐震改修などの対策を行うことが大切です。そこ
で、住まいの耐震化を一層促進するため、耐震診断員による無料相談会を開催します。
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　やむを得ない理由で（倒産、解雇、病気など）により離職し、国民健康保険に加入することとなった
６５歳未満の方は、離職した日からその翌年度の末日までの保険税が減額となる場合があります。職業
安定所が発行する雇用保険受給資格者証に、離職理由番号が11、12、21、22、23、31、32、
33、34と記載されている方が該当となります。
　なお、減免申請の際は雇用保険受給資格者証と世帯主の印鑑が必要となります。詳しくは住民課 税
務係までお問い合わせください。
◆問い合わせ　住民課　税務係　☎08388－2－0500

離職者の皆さまへ　国保の減額について

堆肥の販売・運搬・散布、コンバイン堆肥の販売・運搬・散布、コンバイン
刈り取り作業を請け負います刈り取り作業を請け負います

堆肥の販売・運搬・散布、コンバイン堆肥の販売・運搬・散布、コンバイン
刈り取り作業を請け負います刈り取り作業を請け負います

堆肥の販売・運搬・散布、コンバイン
刈り取り作業を請け負います

【作業内容及び料金】 【申し込み方法】申込書に必要事項を記入し、８
月10日（木）までに下記のいずれかに提出してくだ
さい。

【申し込み・問い合わせ】
・阿武町農業公社（役場経済課内） ☎２－３１１４
・JAあぶらんど萩奈古大井支所 ☎２－３１３１
・JAあぶらんど萩福賀ふれあい店 ☎５－０３１１
・うおなの郷 ☎４－０３１１

作業内容
 堆肥販売・運搬
 堆肥散布（露地）
 堆肥散布（ハウス）
 コンバイン刈取・
籾運搬作業

基本料金
 1t 当／ 3,000円（税込）
 1t 当／ 1,000円（税込）
 1t 当／ 1,500円（税込）

10a当／
17,050円（税別）

※コンバイン刈り取り作業については、時期に
　より対応出来ない場合があります。

①免除（全額免除・一部免除）申請
　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年所得が一定額以下の場合や、失業等の事由がある場合に、保険料が
全額免除または一部免除となります。

＜免除が承認された場合の保険料＞　

②若年者納付猶予申請　50歳未満の方で、本人、配偶者それぞれの前年所得が一定額以下の場合に、納付
　　　　　　　　　　　が猶予されます。
③学生納付特例申請　学生の方で、本人の前年所得が一定額以下の場合に、納付が猶予されます。

■過去２年までさかのぼって免除申請ができます
　一定の将来期間のほか、過去２年（申請月の２年１ヵ月前の月分）までさかのぼって免除申請できます。
ただし、申請が遅れると万一のときに障害年金が受け取れないなどの不利益が生じる場合がありますので、
すみやかに申請してください。

■「納付・全額免除・一部免除・納付猶予」と「未納」の違い

※一部免除については、減額された保険料を納めないと「未納」と同等の扱いとなります。

■問い合わせ　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８－２４－２１５８
　　　　　　　役場住民課住民係　☎２－０５００　日本年金機構ホームページ  http://www.nenkin.go.jp/ 

国民年金保険料の未納を防ぐために･･
知っていますか？保険料の免除・猶予制度

年金のたより

【平成29年度】
※平成29年度　定額保険料
　月額16,490円保険料額（月額） ０円

全額免除
４，120円

４分の３免除
８，250円
半額免除

１２，370円
４分の１免除

含まれる老齢･障害･遺族基礎年金
の受給資格期間に･･･
老齢基礎年金額
の計算に･･･

全額免除納  付 一部免除 若年者納付猶予
（学生納付特例）

含まれる

含まれる

含まれる

含まれる

含まれる

含まれる

含まれない

含まれない

含まれない

未　納
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う
」

　介護保険３施設（介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設）や短期入所（ショートス
テイ）を利用する方の食費・部屋代については、ご本人による負担が原則ですが、次の負担限度額認定要件
に該当する方については、所得に応じた負担限度額までを自己負担し、残りの費用については阿武町が介護
（予防）サービス費として施設に支払うことで、負担の軽減を行います。
　この負担軽減を受けるためには、負担限度額認定の申請を行い、交付される「負担限度額認定証」を入所
する施設に提示する必要があります。

負担限度額の認定要件
●世帯全員（世帯を別にする配偶者を含む）が平成29年度市町村民税非課税であること。
●預貯金等の資産が単身で1,000万円、配偶者がいる場合は合わせて2,000万円以下であること。

　申請にあたって、申告が必要な資産は次のとおりとする。預貯金通帳の写し等の資産の状況が確認できる
書類の添付が必要となります。

※資　産…預貯金（普通・定期）、有価証券（株式・国債・地方債・社債など）、投資信託、現金。
※負　債…負債（借入金・住宅ローン）～資産合計から差引計算します。
※対象外…生命保険、自動車、絵画、骨董品、貴金属（時価評価額の把握が困難なもの）

＜申請時の留意事項＞
　負担限度額認定証の交付を受けた場合であっても、その後預貯金等の資産が要件
を超えた場合には、負担軽減が受けられなくなりますので、必ずお申し出ください。
◆問い合わせ　役場民生課　介護福祉係　☎２－３１１５

「介護保険負担限度額認定」申請のお知らせ

　平成29年８月からの介護保険制度の改正についてお知らせします。
高額介護サービス費の上限額の変更
●同じ月に利用した介護サービスの利用者負担が一定額を超えたとき、高額介護サービス費が申請により支
給されます。
●高齢化が進み介護費用や保険料が増大する中、サービスを利用している方と利用していない方との公平
や、負担能力に応じた負担をお願いする観点から、世帯のどなたかが市町村民税を課税されている方の負
担の上限が37,200円（月額）から44,400円（月額）に引き上げられます。
　ただし、介護サービスを長期に利用している方に配慮し、同じ世帯の全ての65歳以上の方（サービスを
利用していない方を含む。）の利用者負担割合が１割の世帯は、年間446,400円（37,200円×12か
月）の上限が設けられ、年間を通しての負担額が増えないようにされます。（３年間の時限措置）

※「世帯」とは、住民基本台帳上の世帯員で、介護サービスを利用した方全員の負担の合計の上限額を指し、
　「個人」とは、介護サービスを利用したご本人の負担の上限額を指します。
◆問い合わせ　役場民生課 介護福祉係　☎２－３１１５

介護保険制度の改正について

平成29年8月以降

平成29年8月からの

対象となる方 平成29年7月までの負担の上限（月額） 平成29年8月からの負担の上限（月額）
現役並み所得者に相当する方
がいる世帯の方 44,400円（世帯） 44,400円（世帯）

世帯のどなたかが市町村民税
を課税されている方 37,200円（世帯）

44,400円（世帯）〈見直し〉

世帯の全員が市町村民税を課
税されていない方 24,600円（世帯） 24,600円（世帯）

前年の合計所得金額と公的
年金収入額の合計が年間
80万円以下の方等

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

生活保護を受給している方等 15,000円（個人） 15,000円（個人）

※同じ世帯の全ての65歳以上の方（サー
　ビスを利用していない方を含む。）の利
　用者負担割合が1割の世帯に年間上限額
　（446,400円）を設定

※

※

※
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後 期 高 齢 者 医 療（75歳以上の方など）
●後期高齢者医療減額認定証の更新のお知らせ
　現在交付されている減額認定証の有効期限は、平成29年７月31日までとなっています。
　現在、減額認定証をお持ちで平成29年８月以降の認定区分が「区分Ⅰ」※１または「区分Ⅱ」※２に該当す
る方には、平成29年７月31日までに新しい減額認定証を郵送します。
　お手元に届きましたら、平成29年８月１日から医療機関へご提示ください。
　なお、現在お持ちの減額認定証は８月１日以降使用できませんので、各自で処分してください（返却の必
要はありません）。
※１　区分Ⅰ：世帯の全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（年金収入は控除額を80万円

として計算します）または老齢福祉年金受給者
※２　区分Ⅱ：世帯の全員が住民税非課税（区分Ⅰに該当する方を除く）
　限度額認定証の交付を受けるには申請が必要です。随時受け付けておりますので、役場民生課または各支
所の窓口で手続きをしてください。

●現在「区分Ⅱ」の減額認定証をお持ちの方へ
　過去１年間の入院日数が91日以上の場合、入院時の食事代がさらに減額となります。再度、申請が必要
となりますので、役場民生課または各支所の窓口で手続きしてください。
　［申請に必要なもの］①後期高齢者医療制度の被保険者証
　　　　　　　　　　　②現在交付されている減額認定証（区分Ⅱ）
　　　　　　　　　　　③病院の領収書など91日以上の入院日数の分かる書類

◆問い合わせ　役場民生課　☎２－３１１５　山口県後期高齢者医療広域連合　☎０８３－９２１－７１１１

●70歳になると自己負担割合や自己負担限度額が変わります。
　70歳以上75歳未満の人には、所得などに応じて自己負担割合が記載された「高齢受給者証」が交付され
ます。適用は70歳の誕生日の翌月（１日が誕生日の人はその月）から75歳の誕生日の前日までです。
　お医者さんにかかるときは、「保険証」と「高齢受給者証」を必ず提示してください。

■自己負担割合
負担割合
１割
２割
３割

所得区分
一　般

低所得Ⅱ･Ⅰ

対象となる人
昭和19年４月１日以前に生まれた人
昭和19年４月１日以降に生まれた人
現役並み所得者

●交通事故にあったときは必ず届出を！
　交通事故など第三者の行為によってけがや病気になった場合でも、届出をすることによって国民健康保険
や後期高齢者医療で診療を受けることができます。ただし、加害者から治療費を受け取ったり、示談をすま
せたりすると、国民健康保険が使えなくなることがあります。
●申請方法：「保険証」、「印鑑」、「事故証明書」（後日でも可）、「個人番号（通知）カード」、「本人確認書
類（写真付公的身分証）」を持参の上、役場民生課または各支所へ「第三者行為による傷病届」を提出。

※１　現役並み所得者：住民税課税所得145万円以上の人
および同一世帯の人。申請により一般となる場合も
あります。

※２　低所得者Ⅱ：同一世帯の全員が住民税非課税で低所
得者Ⅰに該当しない人。

※３　低所得者Ⅰ：同一世帯の全員が住民税非課税で世帯
全員の所得が０円、または老齢福祉年金を受給して
いる人。

■自己負担限度額（月額）　※平成29年８月から一部変更します。
所得区分 外来（個人単位）外来＋入院（世帯単位）

現役並み
所得者※1

一般

低所
得者

Ⅱ※2

Ⅰ※3

57,600円

14,000円
（年間上限
14万4,000円）

8,000円

80,100円＋（総医療費
－267,000円）×１％
（※４回目以降の
場合は44,400円）

57,600円（※４回目以
降の場合は44,400円）

24,600円
15,000円
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保険証を更新します
　現在交付している「国民健康保険被保険者証」及び「後期高齢者医療被保険者証」は有効期限が７月31
日までとなっています。８月１日からご使用になれる新しい保険証を７月下旬までに簡易書留でお送りしま
す。（※古い保険証は、８月１日以降は使えませんので各自で処分するか、役場民生課または各支所まで返
却してください。）
　★国民健康保険　被保険者証（カード）は、ピンク色（一般）またはオレンジ色（退職者）となります。
　　　　　　　　　　※70歳以上の方には「高齢受給者証」（白色）も併せて送付します。
　★後期高齢者医療　被保険者証は薄紫色となります。

国 民 健 康 保 険（75歳未満の方）
●入院したときは、限度額認定証などの提示を忘れずに
◎外来で医療費の自己負担が高額になる方も、「限度額適用認定証」が使えます。
　あらかじめ役場窓口で申請し、交付された「限度額適用認定証」（住民税非課税世帯、低所得者Ⅰ･Ⅱの
人は「限度額適用・標準負担額認定証」）を医療機関の窓口に提示すれば、それぞれの限度額までの窓口負
担となります。　※保険税を滞納していると認定証が交付されない場合があります。
※認定証の有効期限は毎年７月31日までです。期限到達後も必要な方は８月１日以降に更新申請をしてく
ださい。
●申請(更新)方法：「保険証」、「印鑑」、「個人番号(通知)カード」、「本人確認書類（写真付公的身分証）」、
（※更新の場合「限度額認定証」）を持参の上、「認定申請書」を役場民生課または各支所へ提出。

●入院したときの食事代
　入院したときの食事代は診療にかかる費用とは別に１食分として標準負担額の自己負担が必要です。
　住民税非課税世帯と低所得者Ⅰ・Ⅱの人は上記申請時に標準負担額減額認定の申請を行うことで、標準負
担額が減額されます。

360円
210円
160円
100円

住民税非課税世帯
低所得者Ⅱ

90日までの入院
過去12か月で90日を超える入院

住民税課税世帯（下記以外の人）

低所得者Ⅰ

■70歳未満の人の自己負担限度額(月額)

ア

イ

ウ

エ

オ
※４　過去12か月間に同じ世帯で高額療養費の支給が４回

以上あった場合の４回目以降の限度額。

※１　現役並み所得者：住民税課税所得145万円以上の
70歳以上75歳未満の国民健康保険被保険者がいる
人。申請により一般となる場合もあります。

※２　低所得者Ⅱ：同一世帯の世帯主とすべての国民健康
保険被保険者が住民税非課税である人。

※３　低所得者Ⅰ：低所得Ⅱと同様で、なおその世帯の所
得が一定基準以下の人。

所得区分 ３回目まで ４回目以降※4

基礎控除後の所
得が901万円超

基礎控除後の所
得が600万円超
～901万円以下
基礎控除後の所
得が210万円超
～600万円以下
基礎控除後の所
得が210万円以下
住民税非課税

252,600円＋（総医
療費－842,000円）
×１％
167,400円＋（総医
療費－558,000円）
×１％
80,100円＋（総医
療費－267,000円）
×１％

　　 57,600円

　　 35,400円

140,100円

93,000円

44,400円

44,400円

24,600円

■70歳以上75歳未満の人の自己負担限度額（月額）
※平成29年８月から一部変更します。
所得区分 外来（個人単位）外来＋入院（世帯単位）

現役並み
所得者※1

一般

低所
得者

Ⅱ※2

Ⅰ※3

57,600円

14,000円
（年間上限
14万4,000円）

8,000円

80,100円＋（総医療費
－267,000円）×１％
（※４回目以降の
場合は44,400円）

57,600円（※４回目以
降の場合は44,400円）

24,600円
15,000円

国民健康保険及び
後期高齢者医療の対象の方
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（郡）萩市須佐診療センター 須　佐 08387-6-2540
（郡）齋　藤　医　院 奈　古 08388-2-2838
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 08388-5-0863
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397

休日当番医

緊急の場合は１１９番

萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関する
相談を受け付けています。

日曜日、祝日、年末年始は休日急患診療センターへ
☎0838-26-1397（内科・外科・小児科・歯科）

☎0120-506-322
★携帯電話に登録すると便利です

7/23㊐
7/30㊐
8/ 6 ㊐
8/11㊎
8/13㊐
8/20㊐

通話料・
相談料無料( )

※当番医の確認は役場または各支所へ
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消費生活相談員
五十嵐重夫さん
消費生活相談員
五十嵐重夫さん

『消費者トラブルは相談員におまかせ』編

このコーナーは、みなさんの身近にある豆知識をまちの
「よぉ知っちょる人」に教えてもらうコーナーです。
このコーナーは、みなさんの身近にある豆知識をまちの
「よぉ知っちょる人」に教えてもらうコーナーです。

Ｑ．架空請求などの被害に遭った場合、どこに相談したら良いですか？
Ａ．まずは警察へ連絡を。何かおかしいな、不安だなと思ったら役場経済課
　　☎２－３１１４または消費者ホットライン188へご相談ください。
ポイント①　平成28年度の相談件数は全国で88.7万件。阿武町では、
　　　　　　『架空請求』『訪問購入』『還付金詐欺』に関する相談が多
　　　　　　くなっています。
ポイント②　毎月第２・第４月曜日の開庁時間内に、役場１階相談室で
　　　　　　「消費生活相談員による相談日」を設けています。（事前予
　　　　　　約不要）
ポイント③　相談の際には、契約書や請求書、業者とのやりとりを記載
　　　　　　したメモ書きなどをお持ちいただくとスムーズにご相談を
　　　　　　お受けできます。
消費者ホットライン１８８とは…　全国共通の電話番号で、地方公共団
体が設置している身近な消費生活相談窓口が案内されます。

Ｑ．架空請求などの被害に遭った場合、どこに相談したら良いですか？
Ａ．まずは警察へ連絡を。何かおかしいな、不安だなと思ったら役場経済課
　　☎２－３１１４または消費者ホットライン188へご相談ください。
ポイント①　平成28年度の相談件数は全国で88.7万件。阿武町では、
　　　　　　『架空請求』『訪問購入』『還付金詐欺』に関する相談が多
　　　　　　くなっています。
ポイント②　毎月第２・第４月曜日の開庁時間内に、役場１階相談室で
　　　　　　「消費生活相談員による相談日」を設けています。（事前予
　　　　　　約不要）
ポイント③　相談の際には、契約書や請求書、業者とのやりとりを記載
　　　　　　したメモ書きなどをお持ちいただくとスムーズにご相談を
　　　　　　お受けできます。
消費者ホットライン１８８とは…　全国共通の電話番号で、地方公共団
体が設置している身近な消費生活相談窓口が案内されます。
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［材料（４人分）］

小松菜 １／２束

乾燥ひじき ５g

豆腐 １／２丁

みそ 大さじ１／２

ピーナッツ

(粗く刻んだもの)

 大さじ１

釜揚げちりめん 　３０g

［作り方］

①ひじきは水に戻して、食べやすい長さ

に切り、５分間茹でる。

②小松菜は茹でてから、３センチくらい

の長さに切る。

③豆腐は水切りをして、あらくほぐして

すり鉢に入れ、みそを入れてする。

④①、②、③を一緒にして、釜揚げちり

めん、ピーナッツを入れてよく混ぜ合

わせてから器に盛る。

8月

阿武町の人口と世帯数 （6月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,293（ 2 ）

　591（－4 ）

555（－8 ）

3,439（－10）

1,054（ 1 ）

　280（ 2 ）

　289（－6 ）

1,623（－7 ）

転入　 9

転出　13

出生　 0

死亡　 6

6月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

86
（88）
1
（2）

9
（12）
3
（3）

0
（2）
0
（2）

2
（1）

7
（9）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

●問い合わせ　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714
求人数 年齢 賃　　金 業　　種会　社　名
１人
１人
２人
３人
２人

不問
59歳以下
不問

59歳以下
不問

129,860円
176,000円～200,000円
143,000円～152,000円

152,000円
時給760円～850円

プラスチック製品仕上検査工
看護職員
介護職員
販売員

販売員（パート）

鶴惣工業株式会社 福賀工場
社会福祉法人　阿武福祉会
特別養護老人ホーム　恵寿苑

道の駅阿武町
（あぶクリエイション）

町内の求人情報8月分 7月12日現在　（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）

「カルシウムたっぷり骨太レシピ！」より

小松菜とひじきの白和え

ヘ
ル

スメ
イト☆おすすめ料

理

下笹尾　西村洋子さん

奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
奈古地区自治会親睦ソフトボール大会代表者会議会　19:30【町民センター】
宇田郷盆踊り教室　19:30【ふれあいセンター】
町PTA連絡協議会研修　9:00【町民センター】
レノファ山口ホームタウン紹介ブース出展　15:00【維新公園】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小学校グラウンド】
奈古グラウンドゴルフ　9:00【阿武小中グラウンド】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会　8:30【役場会議室】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
奈古地区自治会親睦ソフトボール大会　7:30【町民グラウンド他】
消費生活相談員による相談日　8:30【役場１階相談室】
福ＢＯＮまつり・納涼花火大会　18:00【のうそんセンター駐車場】
宇田郷盆踊り大会　19:30【ふれあいセンター】
ふれあい球技大会　8:00【ふれあいグラウンドほか】
奈古納涼盆踊り大会　20:00【グリーンパークあぶ】
福賀月例ボウリング大会　19:30【ユーズボウル萩】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
奈古子ども会大会　9:30【阿武小中グラウンド他】
宇田郷地区生涯スポーツ推進会議　19:30【ふれあいセンター】
職域ソフトボール大会　18:00【町民グラウンド他】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
職域ソフトボール大会　18:00【町民グラウンド他】
食生活改善推進員養成講座②　9:00【のうそんセンター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
職域ソフトボール大会　18:00【町民グラウンド他】
議会視察研修　7:00【美郷町】
議会視察研修【邑南町】
ステップ運動教室　13:00【のうそんセンター】
阿武町教職員阿武町探訪　14:00【町内各所】
宇田郷地区公民館担当者等会議　19:30【ふれあいセンター】
宇田郷婦人学級（ちとせ）10:00【ふれあいセンター】
福賀小学校環境整備作業　7:20【福賀小学校】
ABUウォーターボーイズ夏公演　17:00【道の駅阿武町温水プール】
JAZZ TRIANGLE 65-77（小田村愁）コンサート　18:30【小田村愁トリオ演奏会実行委員会】
消費生活相談員による相談日　8:30【役場１階相談室】
ふれあい祭り会議　19:30【ふれあいセンター】
健康寿命延伸のための講演会　10:00【町民センター】
健康寿命延伸のための講演会　13:30【ふれあいセンター】
健康寿命延伸のための講演会　10:00【のうそんセンター】
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　あぶ町食育しあわせプラン実行委員会では、地産
地消をすすめ、阿武町の地元食材をみんなでおいし
く食べるために、子どもたちのアイデア料理を募集
します！　優秀作品は、みんなの学校給食で献立に
なったり、町内のお店でメニュー化されるという特
典つきです。　　　　
　応募者全員に参加賞を用意していますので、夏休
みに親子でアイデア料理を考えてぜひご応募くださ
い！たくさんのご応募をお待ちしています！
★開催は９月30日（土）町民センターで行います！
■応募料理
①阿武町の地元食材「米、無角和牛、阿武町の農林
水産物」のいずれかを使って手軽にできる料理

②応募料理はごはん（主食）、おかず（主菜、副
菜、汁物）、デザートで本人のオリジナルレシピ
で、１人何品でも応募可能です
③材料費は４人分1,600円以内で、1時間以内でで
きる料理
④各学校から配布された応募用紙に記入し、写真を
１枚添付または下記アドレスまでデータでお送り
ください（minsei05@town.abu.lg.jp）

■応募〆切　平成29年９月１日（金）各学校まで提出 
　　　　　　してください
■選考方法　１次審査：書類審査
　　　　　　２次審査：実際に料理を作り、試食審査
■審査発表　平成29年10月中旬にご連絡します
■表 彰 式　後日、受賞者には文書にてご連絡します
　　　　　　なお、最優秀賞受賞者には賞品をプレゼ
　　　　　　ントします　

阿武町の子どもたちの
“アイデア料理”大募集！

【問い合わせ】役場民生課「アイデア料理コンテスト」係
　　　　　　☎２－３１１３（担当：石川）

今年で
７回目
デザートも
OK！

抽せんはともに８月２０日（日）明治神宮野球場他
宝くじに関するお問い合わせは
宝くじ紹介センター　☎０３－３５３５－９０８５
宝くじはこの夏、なご夏まつりに協賛します！

発売期間
７/１８（火）
～８/１０（木）

◆問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局　☎2ー3111

作品は道の駅温泉棟１階に展示中

●コメント：ようやく春の訪れの頃、“瑞風”試運転
との情報が入り、主人に見せたくて橋梁へ。静かに
走って来る瑞風を目の当たりにした時、まるで気品
に満ちた貴婦人の様に思いました。

会員作品紹介

次回定例会は７月２４日（月）１９：００～
町民センター 講座室です

タ
イ
ト
ル
「
惣
郷
橋
梁
を

行
く
貴
婦
人
〝
瑞
風
〞
」

手
塚　

東
美
枝（
萩
市
）

“食べることは一生大事！” 心と体を育てます！

すばらしいみんなのアイデアを形に！
たくさんのご応募、待ってます！
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